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じ
め
に 

 

『
通
語
』
は
、
中な

か

井い

履り

軒け
ん

（
一
七
三
二
～
一
八
一
七
）
の
早
年
の
著
述
で
、
保
元
の
乱

か
ら
南
北
朝
の
合
体
ま
で
の
二
百
六
十
年
間
の
歴
史
が
全
三
冊
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

『
通
語
』
は
、
履
軒
の
死
後
、
天
保
年
間
に
公
刊
さ
れ
、
や
が
て
明
治
に
入
る
と
小
学
教

科
書
に
採
択
さ
れ
、
そ
の
副
読
本
と
し
て
『
通
語
』
の
注
釈
書
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
。 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
注
釈
書
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

『
通
語
』
が
現
代
の
漢
文
の
教
材
に
な
り
得
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
（
注
１
）
。
な
お
『
通
語
』
が
教
科
書
に
採
択
さ
れ
た
時
代
背
景
等
に
つ
い
て
は
、

井
上
了
「
明
治
に
お
け
る
『
通
語
』―

南
朝
正
統
論
者
と
し
て
の
中
井
履
軒―

」
を
参
照

さ
れ
た
い
（
注
２
）

。 

そ
こ
で
ま
ず
『
通
語
』
の
概
要
に
つ
い
て
確
認
し
、
次
に
各
注
釈
書
の
具
体
的
な
注
解

方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
、
最
後
に
漢
文
教
材
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
以

下
、
原
則
と
し
て
新
字
体
お
よ
び
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
る
。
た
だ
し
『
通
語
』
の
諸
注
釈

書
の
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
を
引
用
す
る
際
に
は
、
原
文
の
体
裁
を
示
す
た
め
、
旧
字
体

お
よ
び
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
と
も
に
踊
り
字
（
「
ヽ
」
）
や
合
略
仮
名
（
「
ヿ
」
「

」

「

」
）
を
用
い
る
。 

 

一 

『
通
語
』
に
つ
い
て 

 

ま
ず
『
通
語
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
、
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、

履
軒
自
筆
の
『
通
語
』
の
ほ
か
、
履
軒
の
子
の
中な

か

井い

柚ゆ

園え
ん

に
よ
る
書
写
本
、
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
の
刊
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
は
、

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
の
刊
本
（
活
字
本
）
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
、
明
治

九
年
（
一
八
七
六
）
の
刊
本
と
そ
の
再
版
本
に
あ
た
る
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
の
刊

本
が
国
立
国
会
図
書
館
を
始
め
と
す
る
複
数
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
天
保
一
四

年
の
刊
本
に
は
、
懐
徳
堂
の
門
下
生
で
あ
る
早は

や

野の

橘き
っ

隧す
い

に
よ
る
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）

の
「
通
語
序
」
と
清し

水み
ず

中
ち
ゅ
う

洲
し
ゅ
う

に
よ
る
天
保
一
三
年
（
一
八
四
一
）
の
「
刻
通
語
序
」
が

あ
り
、
本
文
に
は
読
点
と
返
り
点
さ
ら
に
は
履
軒
の
原
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
重
建
懐
徳

堂
の
理
事
兼
講
師
を
務
め
た
西に

し

村む
ら

天て
ん

囚
し
ゅ
う

に
よ
れ
ば
、
『
通
語
』
は
履
軒
没
後
十
五
年
に

橘
隧
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
広
く
流
布
し
た
が
、
誤
字
が
多
か
っ
た
た
め
、
天
保
一
四
年
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に
中
洲
に
よ
っ
て
再
版
さ
れ
た
、
と
言
う
（
注
３
）
。
弘
化
二
年
の
刊
本
は
、
い
わ
ゆ
る
拙

修
斎
叢
書
本
で
あ
り
、
読
点
や
返
り
点
お
よ
び
序
跋
の
類
は
な
い
。
な
お
拙
修
斎
叢
書
に

は
、
履
軒
だ
け
で
な
く
、
履
軒
の
兄
の
中な

か

井い

竹ち
く

山ざ
ん

お
よ
び
頼ら

い

山さ
ん

陽よ
う

や
尾び

藤と
う

二じ

洲
し
ゅ
う

の
著
述

が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
刊
行
者
で
あ
る
中な

か

西に
し

忠
ち
ゅ
う

蔵ぞ
う

は
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
頃

か
ら
政
事
に
関
す
る
得
が
た
い
写
本
を
次
々
と
木
活
字
で
印
刷
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る

（
注
４
）
。
明
治
九
年
お
よ
び
明
治
一
七
年
の
刊
本
は
、
序
文
も
含
め
、
天
保
一
四
年
の
刊

本
の
版
式
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
。
ま
た
以
上
の
刊
本
は
す
べ
て
履
軒
の
自
筆
本

の
分
冊
に
倣
い
、
三
冊
本
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。 

次
に
『
通
語
』
の
構
成
に
つ
い
て
、
『
通
語
』
は
全
十
篇
か
ら
成
り
、
そ
の
篇
名
は
、

「
保
元
語
（
保
元
の
乱
）
」
「
平
治
語
（
平
治
の
乱
）
」
「
平
語
上
（
平
氏
の
興
亡
：
清

盛
の
死
ま
で
）
」
「
平
語
下
（
平
氏
の
興
亡
：
平
氏
の
滅
亡
ま
で
）
」
「
東
語
上
（
源
氏

三
代
の
興
亡
）
」
「
東
語
中
（
摂
家
将
軍
・
宮
将
軍
）
」
「
東
語
下
（
北
条
氏
の
興
亡
）
」

「
元
弘
語
（
元
弘
の
乱
：
建
武
の
新
政
の
開
始
）
」
「
延
元
語
（
延
元
の
乱
：
建
武
の
新

政
の
崩
壊
）
」
「
南
語
（
南
朝
：
南
北
朝
の
分
立
）
」
と
な
っ
て
い
る
（
（ 

）
内
は
筆

者
注
）
。
各
篇
は
時
代
順
に
配
列
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
戦
乱
や
一
族
の
興
亡
に
つ
い
て
、
そ

の
顛
末
が
時
系
列
に
沿
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
第
四
篇
の
「
平
語
下
」

は
平
氏
滅
亡
（
一
一
八
五
）
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
続
く
第
五
篇
の
「
東
語
上
」

は
源
頼
朝
の
伊
豆
配
流
（
一
一
六
〇
）
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
時
系
列
が
前
後
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
平
氏
滅
亡
の
歴
史
は
源
氏
興
隆
の
歴
史
で
も
あ
る
た
め
、
「
平
語
下
」
と
「
東

語
上
」
が
取
り
上
げ
て
い
る
時
代
は
大
き
く
重
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
他
篇
に
お
い
て
も

同
様
で
あ
り
、
山
中
浩
之
「
中
井
履
軒
の
思
想
」
は
『
通
語
』
は
「
編
年
体
と
い
う
よ
り

紀
事
本
末
体
と
よ
ぶ
方
が
適
切
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
（
注
５
）

。
な
お
、
『
通
語
』

の
「
～
語
」
と
い
う
篇
名
は
、
中
国
の
歴
史
書
で
あ
る
『
国
語
』
の
「
周
語
」
「
魯
語
」

「
斉
語
」
と
い
っ
た
篇
名
に
な
ら
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
「
通
語
」
と
い
う
書
名
の
由
来

に
も
な
っ
て
い
る
（
注
６
）

。 

さ
ら
に
履
軒
が
『
通
語
』
を
執
筆
し
た
動
機
に
つ
い
て
、
前
述
の
清
水
中
洲
「
刻
通
語

序
」
に
よ
れ
ば
、
『
通
語
』
は
明
和
の
初
め
の
作
で
あ
り
、
当
時
、
正
史
と
し
て
み
る
べ

き
も
の
が
少
な
か
っ
た
と
し
た
上
で
、
履
軒
か
ら
直
接
聞
い
た
話
と
し
て
、
国
史
は
仁
和

の
頃
か
ら
途
絶
え
、
そ
の
後
は
戦
乱
が
相
継
ぎ
、
史
料
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
今
、
泰

平
の
世
に
な
り
、
文
教
も
盛
ん
に
な
り
、
多
く
の
学
者
を
輩
出
し
て
い
る
。
た
だ
公
的
に

編
纂
さ
れ
た
も
の
を
聞
か
な
い
。
寛
平
以
降
は
、
歴
史
事
実
や
毀
誉
褒
貶
が
混
沌
と
し
て

い
る
。
徳と

く

川が
わ

光み
つ

圀く
に

公
の
『
大
日
本
史
』
や
林

は
や
し

羅ら

山ざ
ん

の
『
本
朝
通
鑑
』
が
あ
る
が
、
秘
蔵
さ

れ
て
世
間
に
流
布
せ
ず
、
幕
府
に
仕
え
る
者
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
と
言
い
、
在
野

の
民
に
つ
い
て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
わ
ず
か
に
栗く

り

山や
ま

潜せ
ん

鋒ぽ
う

の
『
保
建
大
記
』
や
長な

が

井い

定さ
だ

宗む
ね

の
『
本
朝
通
紀
』
が
あ
る
だ
け
だ
が
、
い
ず
れ
も
人
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
、

と
し
て
い
る
（
注
７
）

。 

宮
川
康
子
「
近
世
後
期
歴
史
思
想
の
変
容―

『
日
本
春
秋
』
を
中
心
に―

」
は
、
「
元

禄
時
代
以
降
、
歴
史
へ
の
関
心
が
、
ひ
ろ
く
一
般
庶
民
の
間
に
も
高
ま
り
、
そ
こ
か
ら
多

く
の
歴
史
書
が
書
か
れ
て
い
っ
た
」
と
述
べ
、
履
軒
の
『
通
語
』
、
竹
山
の
『
逸
史
』
、

頼
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
に
つ
な
が
る
民
間
史
学
の
は
じ
ま
り
と
し
て
、
禅
僧
、
日に

っ

初し
ょ

寂
じ
ゃ
く

顕け
ん

が
著
し
た
『
日
本
春
秋
』
に
注
目
し
て
い
る
。
ま
た
懐
徳
堂
で
は
、
明
和
の
お
わ
り
に
、

堀ほ
っ

田た

正ま
さ

邦く
に

の
依
頼
を
受
け
て
『
大
日
本
史
』
の
書
写
が
お
こ
な
わ
れ
、
つ
い
で
頼
山
陽
の

父
の
頼ら

い

春
し
ゅ
ん

水す
い

が
こ
の
懐
徳
堂
本
『
大
日
本
史
』
を
借
用
し
て
書
写
し
て
い
る
が
、
宮
川

論
考
は
、
「
『
大
日
本
史
』
の
存
在
が
、
民
間
知
識
人
た
ち
の
歴
史
へ
の
関
心
を
か
き
立

て
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
８
）

。 

最
後
に
履
軒
の
歴
史
観
に
つ
い
て
、
『
通
語
』
の
各
篇
の
冒
頭
や
末
尾
に
は
、
「
野
史

氏
曰
」
と
し
て
史
実
に
対
す
る
論
評
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
履
軒
の
歴
史
観
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
「
野
史
」
と
は
、
在
野
の
人
に
よ
る
非
公
式
の
記
録
の
こ
と
で
、
「
野

史
氏
」
は
そ
の
作
者
、
す
な
わ
ち
履
軒
の
こ
と
で
あ
る
。
履
軒
は
自
身
の
名
を
著
述
に
冠

す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
が
、
『
通
語
』
に
お
い
て
は
、
「
野
史
氏
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曰
」
と
し
て
自
説
を
展
開
し
て
い
る
。 

前
述
の
西
村
天
囚
は
「
蓋
し
履
軒
の
用
意
は
叙
事
よ
り
も
史
論
に
在
り…

…

『
通
語
』

は
、
全
く
尊
王
斥
覇
の
大
史
論
な
り
」
と
し
て
、
履
軒
の
論
評
を
絶
賛
し
て
い
る
。
天
囚

に
よ
れ
ば
、
履
軒
は
「
保
元
語
」
か
ら
書
き
起
こ
し
て
、
保
元
の
乱
を
境
に
し
て
、
天
下

の
主
導
権
が
朝
廷
か
ら
武
家
に
移
っ
た
こ
と
を
悲
し
み
、
尊
王
斥
覇
の
立
場
か
ら
、
武
家

の
統
治
は
平
清
盛
に
始
ま
り
、
源
頼
朝
に
よ
っ
て
完
成
し
、
北
条
氏
は
源
氏
か
ら
政
権
を

掠
め
取
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
ま
た
履
軒
は
、
元
弘
の
乱
を
機
に
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
っ

て
天
皇
親
政
が
再
開
さ
れ
る
も
の
の
、
政
権
を
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆

き
、
最
後
に
「
南
語
」
を
立
て
、
後
醍
醐
天
皇
が
開
い
た
南
朝
の
歴
史
を
記
し
、
政
権
を

回
復
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
無
念
に
思
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
る
（
注
９
）

。 

前
述
の
山
中
論
考
は
、
『
通
語
』
は
保
元
の
乱
か
ら
南
北
朝
の
合
体
ま
で
の
武
家
の
興

隆
期
、
す
な
わ
ち
朝
廷
の
衰
退
期
を
取
り
上
げ
て
、
治
乱
興
亡
の
要
因
を
探
ろ
う
と
し
て

い
る
、
と
言
う
。
そ
こ
で
履
軒
は
、
朝
廷
を
正
統
と
し
つ
つ
も
、
父
子
兄
弟
の
秩
序
を
乱

し
た
り
、
人
心
を
失
う
政
治
を
お
こ
な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
た
と
え
朝
廷
で
あ
っ
て
も
、

政
権
担
当
者
と
し
て
の
正
当
性
を
保
持
で
き
な
く
な
り
、
逆
に
武
家
で
あ
っ
て
も
人
心
を

得
て
い
れ
ば
正
当
性
を
保
持
で
き
る
と
す
る
。
そ
し
て
『
通
語
』
は
、
名
分
秩
序
を
守
っ

て
い
る
か
、
仁
政
を
行
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
歴
史
を
見
よ
う
と
し
て
い
た
、

と
山
中
論
考
は
述
べ
て
い
る
（
注
10
）

。 

な
お
天
囚
は
、
こ
う
し
た
履
軒
の
歴
史
観
に
影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、
『
大
日
本

史
』
の
編
纂
に
従
事
し
た
三み

宅や
け

観か
ん

瀾ら
ん

を
挙
げ
て
い
る
。
観
瀾
は
、
懐
徳
堂
初
代
学
主
で
あ

る
三み

宅や
け

石せ
き

庵あ
ん

の
弟
で
、
南
朝
を
正
統
と
す
る
立
場
か
ら
『
中
興
鑑
言
』
を
著
し
て
い
る
。

履
軒
は
、
南
朝
の
正
統
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
な
い
も
の
の
、
『
通
語
』
の
中
に
「
南

語
」
を
著
し
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
建
武
の
中
興
が
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
を
嘆
い
て
い

る
こ
と
か
ら
、
観
瀾
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
、
と
天
囚
は
言
う
。
ま
た
観
瀾
は
、
神
器
説

を
採
る
『
保
建
大
記
』
や
北
朝
正
統
説
を
採
る
『
本
朝
通
紀
』
と
は
、
相
反
す
る
立
場
に

あ
り
、
履
軒
が
両
書
に
対
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
し
た
要
因
は
こ
こ
に
あ

る
、
と
天
囚
は
推
測
し
て
い
る
（
注
11
）
。
時
野
谷
勝
「
懐
徳
堂
の
歴
史
観
」
も
、
観
瀾
の

学
問
は
「
観
念
的
・
形
式
的
な
名
分
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
実
の
生
活
に
根
ざ
し
た
人
間

の
実
践
す
べ
き
徳
行
を
重
視
し
た
」
と
し
、
履
軒
の
歴
史
観
が
観
瀾
の
所
説
と
一
致
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
注
12
）

。 

 

二 

『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
に
つ
い
て 

  

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
明
治
に
入
り
、
小
学
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
『
通
語
』
は
、

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
刊
行
さ
れ
、
さ
ら
に
は
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）
に
再
刊

さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
井
上
論
考
に
よ
れ
ば
、
『
通
語
』
は
、
全
国
的
に
採
択
さ
れ
た
わ

け
で
は
な
く
、
自
由
採
択
制
の
枠
組
み
の
中
で
各
都
道
府
県
の
裁
量
で
教
科
書
に
採
択
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
、
教
科
書
の
副
読
本
と
し
て
『
通
語
』
の
各
種
注
釈
書
が
相
次
い
で
刊

行
さ
れ
た
の
は
、
教
科
書
検
定
制
度
が
始
ま
る
ま
で
の
明
治
一
五
年
か
ら
一
七
年
ま
で
の

間
に
限
ら
れ
て
い
る
、
と
言
う
。 

以
下
、
明
治
の
初
め
に
刊
行
さ
れ
た
諸
注
釈
書
の
特
色
に
つ
い
て
述
べ
る
。
な
お
井
上

論
考
が
述
べ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
注
釈
書
も
『
通
語
』
が
小
学
教
科
書
に
採
択
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
「
教
科
書
の
副
読
本
に
ふ
さ
わ
し
い
小

冊
子
」
で
あ
り
、
「
内
容
は
い
ず
れ
も
平
易
」
な
も
の
で
あ
る
が
、
各
書
の
違
い
な
ど
、

も
う
少
し
詳
し
く
み
て
い
き
た
い
（
注
13
）

。 

 

①
市
野
靖
『
通
語
字
引
』
全
一
冊
、
明
治
一
五
年
、
鬼
頭
平
兵
衛
（
名
古
屋
） 

序
跋
：
境
野
熊
「
通
語
字
引
序
」
（
明
治
一
五
年
） 

版
式
：
毎
半
葉
八
行
（
有
界
）
、
毎
行
十
五
字
（
注
は
小
字
双
行
）
、
四
周
単
辺
、
版

心
白
口
、
単
魚
尾
、
「
通
語
字
引 

／
（
葉
数
）
／ 

鬼
頭
蔵
版
」
。 
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所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
解
説
を
要
す
る
語
や
文
を
見
出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
語
・
漢
文
に
は
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
二
字
の
も
の
が
多
く
、
次
い
で
三
字
か
ら
四
字
、
五
字
を
越
え

る
も
の
は
稀
。 

・
見
出
し
の
下
に
小
字
双
行
で
注
解
。
見
出
し
の
冒
頭
に
は
白
丸
。 

・
注
解
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
固
有
名
詞
以
外
は
、
極
力
平
易
な
漢
字
を
使
用
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
小
字
で
十
字
か
ら
二
十
字
前
後
の
簡
潔
な
も
の
が
多
い
。
長
く
て

も
四
十
字
前
後
。 

 

 
『
通
語
字
引
』
の
編
者
に
つ
い
て
、

市
野
靖
は
、
名
古
屋
の
儒
学
者
で
、

字
は
節
夫
、
号
は
天
籟
ま
た
は
無
絃

琴
堂
。
尾
張
藩
の
御
土
居
下
御
側
組

同
心
を
へ
て
、
幕
府
の
小
納
戸
に
取

り
立
て
ら
れ
、
藩
主
の
家
従
に
至

り
、
そ
の
後
、
愛
知
県
師
範
学
校
の

教
師
と
な
る
。
文
章
に
優
れ
、
詩
や

書
を
得
意
と
し
た
と
さ
れ
、
小
納
戸
時
代
に
は
、
内
庫
の
図
書
を
掌
り
、
近
臣
の
授
読
を

兼
ね
た
（
注
14
）

。 

『
通
語
字
引
』
の
冒
頭
に
は
、
勤
務
先
で
あ
る
愛
知
県
師
範
学
校
長
の
境
野
熊
に
よ
る

明
治
一
五
年
の
序
文
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
市
野
は
好
学
の
士
で
あ
り
、

教
育
に
お
け
る
経
験
は
広
大
で
、
特
に
履
軒
を
崇
拝
し
、
そ
の
成
果
が
『
通
語
字
引
』
で

あ
る
、
と
し
て
い
る
。
ま
た
市
野
の
注
解
は
簡
明
直
截
で
、
『
通
語
』
と
と
も
に
並
び
称

せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
『
通
語
』
を
初
学
者
に
広
め
た
功
績
は
非
常
に
大
き
い
、

と
言
う
（
注
15
）
。 

そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
「
東
語
下
」
に
は
、
「
約ヨ

ウ

束シ
ユ 

サ
シ
ツ
」
、
「
嫌ケ

ン

隙ゲ
キ 

中

ガ
ワ
ル
ク
ナ
ル
」
、
「
連レ

ン

及キ
ウ 

マ
キ
ソ
ヘ
」
と
あ
り
、
そ
の
解
説
は
簡
潔
で
、
長
い
も
の
で

も
「
機キ

密ミ
ツ

莫ナ
シ

レ

不ザ
ル

二

参サ
ン

与ヨ

一

」
は
「
ナ
イ
シ
ャ
ウ
ノ
大
事
ニ
サ
ウ
ダ
ン
シ
ニ
ア
ヅ
カ
ラ
ヌ
コ

ト
ナ
シ
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
ま
た
漢
字
の
使
用
も
少
な
く
、
文
字
も
大
き
く
て
見

や
す
く
、
初
学
者
向
け
で
あ
る
。
『
通
語
字
引
』
は
、
の
ち
に
刊
行
さ
れ
た
『
通
語
』
の

注
釈
書
と
比
較
す
る
と
、
も
っ
と
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た
注
釈
書
と
言
え
る
。
た

だ
全
体
の
語
彙
数
が
少
な
い
た
め
、
こ
の
注
釈
書
だ
け
で
『
通
語
』
を
読
み
こ
な
す
の
は

難
し
い
と
思
わ
れ
る
。 

 

②
櫛
田
礒
三
郎
・
近
藤
良
蔵
『
通
語
字
解
』
全
一
冊
、
明
治
一
五
年
、
浅
井
吉
兵
衛
（
大
阪
） 

序
跋
：
編
者
「
例
言
」
（
明
治
一
五
年
） 

版
式
：
毎
半
葉
十
行
（
有
界
）
、
毎
行
十
八
字
（
注
は
小
字
双
行
）
、
四
周
双
辺
、
版

心
白
口
、
単
魚
尾
、
「
通
語
字
解 

／
（
篇
数
）
／
（
葉
数
）
」
。
有
郭
の
耳

格
に
原
本
の
葉
数
（
行
の
途
中
に
見
ら
れ
る
横
棒
は
各
葉
の
末
尾
を
示
す
）
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
解
説
を
要
す
る
語
や
文
を
見
出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
語
・
漢
文
に
は
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
二
字
か
ら
四
字
の
も
の
が
多
い
。
五
字
を
越
え
る
も
の
は
稀
。

長
く
て
も
八
字
前
後
。 

・
見
出
し
の
下
に
小
字
双
行
で
注
解
。 

・
人
名
や
地
名
あ
る
い
は
振
り
仮
名
だ
け
で
意
味
を
了
解
で
き
る
語
に
は
、
振
り
仮
名

だ
け
を
記
し
て
注
解
を
付
け
な
い
。 

市野靖『通語字引』 
国立国会図書館所蔵 
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・
注
解
は
片
仮
名
文
を
基
本
と
す
る
。
固
有
名
詞
以
外
、
漢
字
の
使
用
は
稀
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
短
い
も
の
は
小
字
で
五
字
か
ら
十
字
前
後
、
長
い
も
の
は
小
字
で

五
十
字
を
越
え
る
。 

 

 

『
通
語
字
解
』
の
編
者
に

つ
い
て
、
そ
の
奥
付
に
よ
れ

ば
、
編
者
は
と
も
に
「
長
崎

県
士
族
」
と
あ
る
。
櫛
田
礒

三
郎
に
つ
い
て
は
、
詳
し
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
近
藤
良
蔵
は
、
経
験
豊

富
な
教
育
実
践
家
と
し
て

知
ら
れ
、
長
崎
県
師
範
学
校

の
三
等
教
諭
で
小
学
督
業
に
任
命
さ
れ
た
人
物
で
、
明
治
一
五
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て

は
、
小
学
生
徒
の
た
め
の
教
材
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
長
崎
県
地
理
小
誌
字
引
』
の
増
補

改
訂
に
関
わ
っ
て
い
る
（
注
16
）

。 

『
通
語
字
解
』
の
冒
頭
に
は
、
編
者
に
よ
る
明
治
一
五
年
の
「
例
言
」
を
載
せ
て
い
る
。

こ
の
「
例
言
」
に
よ
れ
ば
、
『
通
語
』
が
小
学
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

生
徒
た
ち
が
一
々
辞
書
を
引
か
な
く
て
す
む
よ
う
に
、
難
し
い
言
葉
に
は
逐
一
音
訓
と
解

説
を
付
し
、
さ
ら
に
は
原
本
と
対
照
し
や
す
い
よ
う
に
欄
外
に
頁
数
を
付
し
た
。
ま
た
一

度
登
場
し
た
人
名
や
熟
語
等
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
重
複
し

て
取
り
上
げ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
特
に
同
じ
語
で
も
前
後
の
文
脈
に
よ
っ
て
解
釈
が
異

な
る
場
合
は
こ
れ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
注
解
は
、
経
伝
の
語
は
も
ち
ろ
ん
、
務
め
て
名

家
の
注
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、
小
学
生
徒
の
た
め
の
も
の
な
の
で
、
注
解
に
は
雅
語
と

俗
語
が
混
在
し
て
い
る
、
と
言
う
（
注
17
）

。 

そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
『
通
語
字
解
』
は
、
ほ
か
の
『
通
語
』
の
注
釈
書
に
比
べ
、
収
録

さ
れ
て
い
る
語
が
か
な
り
多
く
、
注
解
も
比
較
的
詳
し
い
。
ま
た
見
出
し
語
も
や
や
長
く
、

た
と
え
ば
「
東
語
下
」
に
は
、
「
有ア

リ

二

權ケ
ン

數ス
ウ

一

」
「
束

ツ
カ
子

レ

手テ
ヲ

聽キ
ク

二

約ヤ
ク

束
ソ
ク
ヲ

一

」
「
存

ソ
ン
ス

二

恢
ク
ワ
イ

復
フ
ク
ヲ

一

」

と
あ
る
が
、
見
出
し
語
と
し
て
は
、
「
約
束
」
「
權
數
」
「
恢
復
」
だ
け
で
も
差
し
支
え
な

い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
見
出
し
語
は
長
い
方
が
注
釈
書
と
原
本
を
対
照
さ
せ
や
す
い

と
も
考
え
ら
れ
る
。
注
解
も
市
野
の
『
通
語
字
引
』
に
比
べ
る
と
や
や
長
め
で
あ
り
、
先
に

挙
げ
た
見
出
し
語
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
「
テ
ク
ダ
ノ
ア
ル
」
「
手
ヲ
ク
ン
デ
イ
ヽ
ツ
ケ
ド

ヲ
リ
ニ
ス
ル
」
「
モ
ト
ノ
ヨ
ウ
ニ
ト
リ
カ
ヘ
サ
ン
ヿ
ヲ
オ
ボ
シ
メ
ス
」
と
解
説
し
て
い
る
。

文
字
の
大
き
さ
も
『
通
語
字
引
』
に
比
べ
て
小
さ
い
が
、
初
学
者
へ
の
配
慮
と
し
て
注
解
の

中
で
あ
ま
り
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
「
亜ツ

グ

」
「
相

タ
ス
ケ

」
や
「
時
房

ト
キ
フ
サ

」
「
勢
田

セ

タ

」

な
ど
、
振
り
仮
名
だ
け
で
意
味
が
わ
か
る
、
あ
る
い
は
固
有
名
詞
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

場
合
は
、
解
説
を
省
き
、
読
み
だ
け
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
原
本
と
対
照
し
や
す
い
よ

う
、
原
本
の
該
当
頁
数
を
記
し
た
り
、
版
心
に
原
本
の
篇
数
を
記
し
た
り
す
る
な
ど
、
『
通

語
字
解
』
は
、
副
読
本
と
し
て
使
い
や
す
い
よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
。 

 

③
森
川
重
明
『
通
語
字
解
』
全
一
冊
、
明
治
一
六
年
、
栗
田
東
平
（
名
古
屋
） 

序
跋
：
な
し
。 

版
式
：
毎
半
葉
八
行
（
有
界
）
、
毎
行
十
六
字
（
注
は
小
字
双
行
）
、
四
周
単
辺
、
版

心
白
口
、
単
魚
尾
、
「
通
語
字
解 

／
（
葉
数
）
／ 

栗
田
氏
梓
」
。
有
郭
の
耳

格
に
原
本
の
葉
数
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
解
説
を
要
す
る
語
や
文
を
見
出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
語
・
漢
文
に
は
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
、
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
二
字
か
ら
六
字
の
も
の
が
多
い
。
稀
に
十
字
を
越
え
る
。 

櫛田礒三郎・近藤良蔵『通語字解』 
国立国会図書館所蔵 
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・
見
出
し
の
下
に
小
字
双
行
で
注
解
。 

・
人
名
や
地
名
あ
る
い
は
振
り
仮
名
だ
け
で
意
味
を
了
解
で
き
る
語
に
は
、
振
り
仮
名

だ
け
を
記
し
て
注
解
を
付
け
な
い
。
解
説
が
な
い
場
合
は
、
見
出
し
の
下
に
白
丸
。 

・
注
解
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
固
有
名
詞
以
外
は
、
極
力
平
易
な
漢
字
を
使
用
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
小
字
で
十
字
か
ら
二
十
字
前
後
、
長
い
も
の
は
四
十
字
を
越
え
る
。 

 

こ
の
『
通
語
字
解
』
は
、
前

年
に
刊
行
さ
れ
た
櫛
田
・
近
藤

の
『
通
語
字
解
』
の
同
名
異
書

で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
編
者
に
つ

い
て
、
森
川
重
明
は
、
そ
の
奥

付
に
よ
れ
ば
、「
岐
阜
県
士
族
」

と
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
尾
張

藩
の
支
藩
で
あ
る
高
須
藩
の

藩
士
で
、
文
武
館
で
訓
導
を
務

め
た
人
物
で
あ
る
。
明
治
一
六
年
に
は
、
小
学
四
級
生
用
の
教
材
と
し
て
『
大
統
歌
注
解
』

を
編
纂
し
て
い
る
。
ま
た
長
野
県
佐
久
市
に
あ
っ
た
嚶
々
吟
社
の
一
員
で
、
『
嚶
々
吟
社

詩
』
に
そ
の
漢
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
通
語
字
解
』
の
校
閲
を
お
こ
な
っ
た
岡
崎
綱

三
は
、
高
須
藩
の
藩
校
、
日
新
堂
の
教
授
と
文
武
館
の
教
授
を
兼
任
し
た
人
物
で
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
は
家
塾
で
教
授
し
た
、
と
言
う
（
注
18
）

。 

そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
森
川
の
『
通
語
字
解
』
の
体
裁
は
、
市
野
の
『
通
語
字
引
』
に

よ
く
似
て
お
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、
初
学
者
向
け
と
い
う
印
象
を
与
え

る
。
注
解
も
シ
ン
プ
ル
で
、
た
と
え
ば
「
東
語
下
」
に
は
、
「
私シ 

ミ
ツ
ヽ
ウ
」
「
忌キ

憚タ
ン 

イ

ミ
ハ
バ
カ
儿
」
「
昵ジ

ツ 

シ
タ
シ
ム
」
と
あ
り
、
長
い
も
の
で
は
「
埀ス

イ

簾レ
ン 

女
ハ
ア
ラ
ハ
ニ
政

事
堂
ニ
出
ル
ヲ
得
ズ
故
ニ
婦
人
ノ
政
ヲ
聽
ク
ヲ
埀
簾
ト
云
」
と
あ
る
。
全
体
の
語
彙
数
は
、

櫛
田
・
近
藤
の
『
通
語
字
解
』
よ
り
や
や
少
な
い
が
、
市
野
の
『
通
語
字
引
』
に
比
べ
る

と
か
な
り
多
い
。
ま
た
櫛
田
・
近
藤
の
『
通
語
字
解
』
同
様
、
「
辟メ

ス

」
「
胡

ナ
ン
ソ

」
「
亞ツ

グ

」
な

ど
、
読
み
だ
け
を
示
し
て
解
説
を
加
え
て
い
な
い
語
も
あ
る
が
、
固
有
名
詞
は
あ
ま
り
取

り
上
げ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
欄
外
に
頁
数
を
記
す
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。
前
述
の
両

書
と
の
関
係
性
は
不
明
だ
が
、
森
川
の
『
通
語
字
解
』
は
、
両
書
の
よ
い
と
こ
ろ
を
取
り

入
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

④
市
野
靖
『
通
語
摘
註
』
全
一
冊
、
明
治
一
六
年
、
鬼
頭
平
兵
衛
（
名
古
屋
） 

序
跋
：
市
野
靖
「
序
」
（
明
治
一
六
年
） 

版
式
：
毎
半
葉
八
行
（
有
界
）
、
毎
行
十
八
字
、
四
周
単
辺
、
版
心
白
口
、
単
魚
尾
、

「
通
語
摘
註 

／
（
葉
数
）
」
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
解
説
を
要
す
る
語
や
文
を
見
出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
語
・
漢
文
に
は
、
返
り
点
、
送
り
仮
名
（
片
仮
名
）
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
一
字
か
ら
六
字
前
後
。
稀
に
十
字
を
越
え
る
。
長
い
も
の
は
「
云

々
」
と
し
て
末
尾
を
省
略
。 

・
見
出
し
の
下
に
見
出
し
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
注
解
。
見
出
し
の
上
に
白
丸
。
見

出
し
と
注
解
の
間
は
一
格
空
け
る
。 

・
注
解
は
、
漢
文
。
返
り
点
、
送
り
仮
名
（
片
仮
名
）
を
付
す
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
数
文
字
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
数
行
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
。 

 

『
通
語
摘
註
』
は
、
『
通
語
字
引
』
を
著
し
た
市
野
靖
の
手
に
成
る
も
う
一
つ
の
『
通

語
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
『
通
語
摘
註
』
の
冒
頭
に
は
市
野
に
よ
る
明
治
一
六
年
の
序
文

を
載
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
『
通
語
』
が
小
学
教
科
書
に
採
択
さ
れ
、
再
び
注
目

森川重明『通語字解』 
国立国会図書館所蔵 
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を
浴
び
て
い
る
が
、
生
徒
は
そ

の
読
解
に
苦
し
ん
で
い
た
の
で

『
通
語
字
引
』
を
著
し
た
。
そ
し

て
今
度
は
『
通
語
』
に
見
ら
れ
る

出
典
の
あ
る
言
葉
や
字
義
の
難

解
な
も
の
を
三
百
語
ほ
ど
集
め

た
、
と
言
う
（
注
19
）

。 

『
通
語
摘
註
』
は
、
出
典
を
明

ら
か
に
す
る
と
い
う
目
的
か

ら
、
前
述
の
三
つ
の
注
釈
書
と
は
体
裁
が
か
な
り
異
な
る
。
そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
解
説

は
す
べ
て
返
り
点
と
送
り
仮
名
付
き
の
漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
『
通
語
』
の
注
釈

書
に
見
ら
れ
た
振
り
仮
名
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
の
注
解
方
法
は
、
経
書
や
史
書
さ
ら
に

は
そ
の
注
や
『
説
文
解
字
』
な
ど
を
引
い
て
語
意
の
説
明
を
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
特
に

出
典
を
明
記
せ
ず
、
た
と
え
ば
「
堂
堂
」
の
語
釈
と
し
て
「
盛
貌
」
と
記
す
だ
け
の
も
あ

る
。
こ
の
ほ
か
「
藤
氏
二
世
」
「
三
道
」
「
少
帝
」
な
ど
の
語
が
、
具
体
的
に
何
を
指
し

て
い
る
か
を
示
し
た
り
、
『
通
語
』
の
原
文
の
誤
り
を
指
摘
し
た
り
も
し
て
い
る
。
「
彌

子
瑕
」
「
蟷
螂
之
斧
」
「
藉
虎
威
」
な
ど
の
故
事
も
取
り
上
げ
、
比
較
的
詳
し
く
解
説
し

て
い
る
。 

『
通
語
摘
註
』
は
、
取
り
上
げ
て
い
る
語
彙
数
が
少
な
く
、
文
字
の
大
き
さ
も
必
要
以

上
に
大
き
く
、
あ
ま
り
実
用
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
語
意
の
説
明
だ
け
で
終
わ
る

こ
と
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
、
漢
文
教
育
上
、
出
典
を
示
す
こ
と
を
重
要
視
し
た
点
に
お

い
て
、『
通
語
摘
註
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
『
通

語
字
引
』
を
執
筆
し
た
際
に
得
ら
れ
た
副
産
物
を
ま
と
め
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、『
通

語
字
引
』
が
初
学
者
向
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
通
語
摘
註
』
は
中
級
者
向
け
と
言
え
る
だ

ろ
う
。 

 

⑤
森
訥
『
標
註
通
語
』
全
三
冊
、
明
治
一
七
年
、
森
訥
（
大
阪
） 

序
跋
：
菊
池
純
「
標
註
通
語
序
」
（
明
治
一
七
年
） 

版
式
：
毎
半
葉
十
行
（
有
界
）
、
毎
行
二
十
字
（
注
は
小
字
双
行
）
、
左
右
双
辺
、
版

心
白
口
、
単
魚
尾
、
「
標
註
通
語 

／
（
篇
数
）
／
（
葉
数
）
」
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
原
文
（
履
軒
の
原
注
を
含
む
）
を
す
べ
て
掲
載
。
原
文
に
は
明
治
の
刊

本
同
様
、
全
文
に
読
点
と
返
り
点
を
付
し
、
天
皇
な
ど
の
高
貴
な
人
物
に
つ
い
て
記

述
す
る
際
、
敬
意
を
表
し
て
、
そ
の
上
を
一
格
空
け
る
（
欠
字
）
。 

・
『
通
語
』
の
原
文
の
下
に
小
字
双
行
で
注
解
。
履
軒
の
原
注
と
森
の
注
解
を
区
別
す
る

た
め
、
原
注
に
は
〔 

〕
を
付
し
、
人
名
・
地
名
に
関
す
る
注
解
は
上
欄
外
に
記
す
。 

・
注
解
は
、
漢
文
。
読
点
と
返
り
点
を
付
す
。 

 

 

『
標
註
通
語
』
の
編
者
に

つ
い
て
、
森
訥
は
、
懐
徳
堂

の
最
後
の
教
授
で
あ
る
並な

み

河か
わ

寒か
ん

泉せ
ん

の
弟
子
で
、
名
は
敏

蔵
、
の
ち
に
訥
と
改
名
し

た
。
父
親
は
懐
徳
堂
の
「
社

友
」
で
あ
り
、
訥
は
幼
い
頃

か
ら
懐
徳
堂
が
閉
校
に
な

る
ま
で
懐
徳
堂
に
通
い
、
頭

脳
明
晰
、
博
覧
強
記
、
懐
徳
堂
の
諸
先
哲
を
深
く
崇
拝
し
た
人
物
で
、
「
懐
徳
堂
に
縁
故

の
深
か
っ
た
人
」
と
し
て
名
前
が
残
っ
て
い
る
（
注
20
）
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
履
軒

市野靖『通語摘註』 
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は
自
身
の
名
を
著
述
に
冠
す
る
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
が
、
『
標
註
通
語
』
の
各
冊
の
冒

頭
に
「
中
井
履
軒
著
」
と
明
記
し
て
い
る
の
は
、
懐
徳
堂
の
学
問
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る

森
の
意
識
の
あ
ら
わ
れ
と
言
え
よ
う
。 

『
標
註
通
語
』
の
冒
頭
に
は
菊
池
三
渓
に
よ
る
明
治
一
七
年
の
「
標
注
通
語
序
」
お
よ

び
森
訥
に
よ
る
同
年
の
「
例
言
五
項
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
菊
池
三
渓
は
、
名
は
純
、

字
は
子
顕
、
晴
雪
楼
主
人
、
鉄
屏
書
屋
主
人
な
ど
の
号
を
も
つ
。
儒
者
の
家
に
生
ま
れ
、

和
歌
山
藩
儒
と
な
る
が
、
藩
主
徳
川
慶
福
（
の
ち
の
家
茂
）
が
将
軍
に
就
任
し
た
後
は
、

将
軍
侍
講
と
な
る
。
そ
の
後
、
退
隠
し
て
、
各
地
を
転
々
と
し
た
。
森
か
ら
序
文
の
依
頼

を
受
け
た
の
は
、
大
阪
府
中
学
一
等
教
諭
と
な
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
注
21
）
。
な
お

巻
末
の
奥
付
に
は
「
原
著
者
相
続
人
」
と
し
て
中
井
竹
山
・
履
軒
の
曾
孫
に
あ
た
る
中
井

木
菟
麿マ

マ

の
名
前
も
見
ら
れ
る
（
注
22
）

。 

菊
池
の
「
標
註
通
語
序
」
に
よ
れ
ば
、
菊
池
は
、
日
頃
か
ら
世
間
で
頼
山
陽
の
『
日
本

外
史
』
ば
か
り
が
も
て
は
や
さ
れ
、
竹
山
の
『
逸
史
』
や
履
軒
の
『
通
語
』
が
顧
み
ら
れ

な
い
状
況
に
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
森
訥
が
『
標
註
通
語
』
を
刊
行
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

『
通
語
』
を
読
む
こ
と
を
大
い
に
勧
め
て
い
る
（
注
23
）

。 

森
の
「
例
言
五
項
」
に
は
、
『
標
註
通
語
』
は
、
読
者
の
便
宜
を
図
る
べ
く
、
熟
語
の

出
典
を
探
る
こ
と
に
精
力
を
注
い
だ
こ
と
、
語
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
雅
俗
を
問
わ

ず
広
く
諸
説
を
集
め
た
こ
と
、
人
名
・
地
名
に
つ
い
て
の
注
解
は
欄
外
に
記
し
、
履
軒
の

原
註
に
は
〔 

〕
を
付
し
た
こ
と
、
急
遽
、
編
集
に
取
り
掛
か
っ
た
た
め
、
十
分
な
校
正

が
で
き
ず
、
お
そ
ら
く
遺
漏
や
誤
謬
が
多
く
あ
り
、
ま
た
、
一
度
、
解
説
し
た
語
に
つ
い

て
、
繰
り
返
し
解
説
す
る
手
間
を
省
い
た
こ
と
、
訂
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
訂
正
さ
れ
て
い

な
い
一
方
で
、
明
ら
か
な
誤
字
は
、
一
、
二
箇
所
、
訂
正
し
、
あ
と
の
疑
わ
し
い
も
の
に

つ
い
て
は
「
恐
る
ら
く
は
」
と
し
て
訂
正
し
た
こ
と
、
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
注
24
）

。 

こ
の
よ
う
に
『
標
註
通
語
』
は
、
『
通
語
』
の
全
文
を
掲
載
し
、
逐
一
、
語
釈
と
出
典

を
記
し
て
お
り
、
全
三
冊
と
い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
か
ら
も
、
同
書
が
教
科
書
の
副
読
本
と
し

て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
前
述
の
諸
注
釈
書
と
は
一
線
を
画
す
本
格
的
な
注
釈
書

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

「
標
註
通
語
序
」
は
『
通
語
』
が
教
科
書
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

な
い
が
、
「
例
言
五
項
」
に
、
急
遽
、
編
集
に
取
り
掛
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
『
標
註
通
語
』
が
『
通
語
』
の
教
科
書
採
択
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
作
業
を
急

い
だ
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
雅
俗
を
問
わ
ず
広
く
諸
説
を
集
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
初
学
者
の
利
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
特
に
、
同
書
は
、
上
欄
外

に
日
本
の
人
名
・
地
名
に
関
す
る
簡
易
な
注
解
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
、

読
者
へ
の
配
慮
が
感
じ
ら
れ
る
。 

ち
な
み
に
「
例
言
五
項
」
に
あ
る
「
訂
正
す
べ
き
と
こ
ろ
が
訂
正
さ
れ
て
い
な
い
」
と

言
う
の
は
、
「
九
條
廢
帝
」
と
い
う
表
記
を
指
し
て
い
る
。
「
九
條
廢
帝
」
は
、
明
治
三

年
（
一
八
七
〇
）
に
「
仲
恭
天
皇
」
の
諡
号
が
布
告
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
来
で
あ
れ
ば

訂
正
す
べ
き
で
あ
る
が
、
履
軒
の
表
記
を
尊
重
し
、
あ
え
て
訂
正
し
な
か
っ
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。
さ
ら
に
「
恐
る
ら
く
は
」
の
使
用
例
と
し
て
は
、
「
東
語
上
」
に
登
場
す
る
「
河

野
二
郎
時
元
」
に
つ
い
て
、
上
欄
外
に
「
河
野
、
恐
る
ら
く
は
阿
野
な
ら
ん
」
と
し
て
誤

り
を
指
摘
し
て
い
る
。 

そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、
「
例
言
五
項
」
の
冒
頭
に
も
あ
る
よ

う
に
、
や
は
り
出
典
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
力
を
入
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
東

語
下
」
で
は
、
「
版
蕩
」
「
跋
扈
」
「
爐
錘
」
の
注
解
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
詩
経
』

の
伝
や
『
漢
書
』
や
『
荘
子
』
の
注
を
引
い
た
り
、
「
埀
簾
」
や
「
權
數
」
の
注
解
に
お

い
て
は
、
後
漢
の
鄧
皇
后
や
魏
の
曹
操
の
事
例
を
挙
げ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
漢

文
の
心
得
の
あ
る
者
に
と
っ
て
、
や
は
り
典
故
を
ふ
ま
え
て
読
む
こ
と
の
重
要
性
は
忽
せ

に
で
き
な
い
。
櫛
田
・
近
藤
の
『
通
語
字
解
』
の
「
例
言
」
に
も
経
伝
の
語
は
も
ち
ろ
ん
、

務
め
て
名
家
の
注
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
あ
る
が
、
教
科
書
の
副
読
本
と
い
う
制
限
が
あ

っ
た
た
め
か
、
結
果
的
に
語
釈
と
読
み
を
記
す
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
。
市
野
の
『
通
語
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摘
註
』
も
出
典
の
明
記
を
主
た
る
目
的
に
掲
げ
て
い
る
が
、
森
の
『
標
註
通
語
』
ほ
ど
に

は
網
羅
的
で
は
な
い
。
『
標
註
通
語
』
は
上
級
者
向
け
の
非
常
に
完
備
さ
れ
た
注
釈
書
と

言
え
る
。
ま
た 

『
標
註
通
語
』
は
、
『
通
語
』
の
教
科
書
採
択
を
機
に
編
纂
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、
単
な
る
副
読
本
で
は
な
く
、
世
の
中
に
『
通
語
』
の
存
在
を
広
く
知
ら

し
め
る
こ
と
を
目
指
し
た
と
言
え
る
。 

 

⑥
石
黒
磐
『
通
語
難
語
解
』
全
一
冊
（
排
印
本
）
、
明
治
一
七
年
、
山
田
真
武
（
名
古
屋
）

（
注
25
） 

序
跋
：
な
し
。 

書
式
：
毎
半
葉
十
二
行
（
無
界
）
、
毎
行
三
十
五
字
、
四
周
双
辺
、
版
心
白
口
、
単
魚

尾
、
版
心
に
は
葉
数
の
み
を
記
す
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
解
説
を
要
す
る
語
や
文
を
見
出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
語
・
漢
文
に
は
、
返
り
点
・
振
り
仮
名
（
片
仮
名
）
・
送
り
仮
名
（
片

仮
名
）
の
類
が
ほ
と
ん
ど
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
一
字
か
ら
六
字
前
後
。
稀
に
十
字
を
越
え
る
。
長
い
も
の
は
「
云

々
」
と
し
て
末
尾
を
省
略
。 

・
見
出
し
の
下
に
見
出
し
と
同
じ
大
き
さ
の
文
字
で
注
解
。
見
出
し
の
上
に
白
丸
。
見

出
し
と
注
解
の
間
は
一
格
空
け
る
。 

・
注
解
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
（
稀
に
振
り
仮
名
）
。
出
典
が
あ
る
場
合
は
、
原

文
を
漢
文
（
返
り
点
）
で
引
用
。
典
拠
と
な
る
書
名
は
小
字
双
行
で
末
尾
に
記
す
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
短
い
も
の
は
数
文
字
、
長
い
も
の
は
数
行
に
わ
た
る
。 

 

 

『
通
語
難
語
解
』
の
編
者
に
つ
い
て
、
石
黒
磐
は
、
愛
知
県
の
出
身
で
、
新
聞
記
者
か
ら

政
治
家
に
転
身
し
た
人
物
で
あ

る
。
漢
学
・
英
学
・
法
律
学
を
学

び
、
初
め
東
京
で
家
塾
を
開
き
、

英
学
と
漢
学
を
教
え
て
い
た
。
そ

の
後
、
新
聞
記
者
と
な
り
、
愛
知

県
会
議
員
、
名
古
屋
市
会
議
員
を

へ
て
、
名
古
屋
市
か
ら
選
出
さ
れ

て
第
一
一
回
衆
議
院
議
員
に
な

っ
た
（
注
26
）
。
『
通
語
難
語
解
』
の
刊
行
は
、
石
黒
が
政
界
入
り
す
る
少
し
前
の
こ
と
で

あ
る
（
注
27
）
。 

 

『
通
語
難
語
解
』
の
最
大
の
特
色
は
、
語
釈
と
出
典
の
両
方
を
載
せ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
語
釈
は
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
、
出
典
は
漢
文
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。
出
典
を

明
記
し
て
い
る
と
言
う
と
難
易
度
が
高
い
印
象
を
与
え
る
が
、
語
釈
の
記
述
内
容
に
関
し

て
は
前
述
の
副
読
本
の
類
と
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
。
た
だ
、
同
書
は
、
排
印
本
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
か
、
漢
字
の
使
用
を
控
え
る
、
あ
る
い
は
漢
字
に
振
り
仮
名
を
付
す
、
と
い

っ
た
初
学
者
向
け
の
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
序
跋
の
類
が
な
い
た
め
編
者

の
意
図
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
書
は
愛
知
県
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
発
売
人
の
中
に
、
市

野
の
『
通
語
字
引
』
『
通
語
摘
註
』
を
刊
行
し
た
鬼
頭
平
兵
衛
や
森
川
の
『
通
語
字
解
』

を
刊
行
し
た
栗
田
東
平
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
初
学
者
用
の
副
読
本
と
し

て
編
集
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
注
解
に
つ
い
て
、
『
通
語
難
語
解
』
は
、
全
体
と
し
て
文
字
の
大
き
さ
が
小
さ
く
、

ま
た
一
つ
の
注
解
の
中
に
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
漢
文
の
二
種
類
の
表
記
が
混
在
し
て

い
て
や
や
読
み
づ
ら
い
。
た
と
え
ば
「
東
語
下
」
に
「
萬
機
」
の
注
解
と
し
て
「
諸
政
ヲ

云
フ
一
日
二
日
萬
機
傳
萬
機
者
二

言
其
幾
事
之
至
多
一

也 

書
皐
陶
謨 

機
幾
相
通
ス
（
筆
者

注
：
「
書
皐
陶
謨
」
は
小
字
双
行
）
」
と
あ
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
ほ
か
の
『
通
語
』

石黒磐『通語難語解』 
国立国会図書館蔵 
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の
注
釈
書
に
比
べ
て
語
彙
数
が
豊
富
で
、
語
釈
と
出
典
の
両
方
を
確
認
で
き
る
と
い
う
点

で
、
中
上
級
者
の
要
望
に
も
応
え
ら
れ
る
有
益
な
手
引
き
書
と
言
え
る
。 

 

最
後
に
、
『
通
語
聞
書
』
と
『
通
語
評
』
を
取
り
上
げ
る
。
両
書
は
、
い
わ
ゆ
る
注
釈

書
の
類
で
は
な
く
、
ま
た
『
通
語
』
が
教
科
書
に
採
択
さ
れ
る
以
前
に
編
纂
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
参
考
ま
で
に
『
通
語
』
関
連
資
料
と
し
て
紹
介
す
る
。 

 

⑦
『
通
語
聞
書
』
全
三
冊
、
書
写
本
（
書
写
者
・
書
写
年
と
も
に
不
明
） 

序
跋
：
な
し
。 

書
式
：
毎
半
葉
十
行
（
有
界
）
、
左
右
双
辺
、
版
心
白
口
、
単
魚
尾
の
用
紙
を
使
用
。

版
心
に
は
葉
数
の
み
を
記
す
。 

所
蔵
：
国
立
国
会
図
書
館
。 

備
考
： 

・
『
通
語
』
の
各
篇
か
ら
単
語
レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
フ
レ
ー
ズ
を
見

出
し
と
し
て
順
次
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
漢
文
に
は
、
返
り
点
と
送
り
仮
名
を
付
す
。
必
要
に
応
じ
て
振
り
仮
名
（
片

仮
名
）
。 

・
見
出
し
の
長
さ
は
、
五
字
か
ら
十
字
前
後
。 

・
見
出
し
の
下
に
や
や
小
さ
い
文
字
で
注
解
。
見
出
し
の
上
に
「
〔 

」
で
区
切
り
。 

・
注
解
は
、
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
。
必
要
に
応
じ
て
振
り
仮
名
。 

・
注
解
の
長
さ
は
、
二
行
か
ら
三
行
前
後
の
も
の
が
多
い
。 

  

『
通
語
聞
書
』
は
、
『
通
語
』
の
講
義
を
口
述
筆
記
し
た
も
の
で
、
そ
の
書
写
者
お
よ

び
書
写
年
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
国
立
国
会
図
書
館
は
、
「
聞
書
」
と
名
の
付
く
計
十

六
点
の
資
料
を
所
蔵
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
、
竹
山
の
『
逸
史
』
の
講
義
録
や
四
書
五

経
に
関
す
る
講
義
録
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
現
在
、
一
連
の
「
聞
書
」
諸
本
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
を
複
写
し
た
も
の
が

大
阪
大
学
附
属
図
書
館
に
「
懐
徳

堂
聞
書
集
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。 

 

そ
の
解
説
を
見
る
と
、
た
と
え

ば
『
通
語
聞
書
』
の
冒
頭
に
、
『
通

語
』
と
い
う
書
名
に
つ
い
て
、
「
通

語
ハ
保
元
年
中
ヨ
リ
南
朝
北
朝
迠

テ
ノ
ヿ
ヲ
通

カ
キ
タ
ル
語
ト
云

フ
義
ニ
テ
通
語
ト
名
付
ル

履
軒
先
生
ノ
ツ
ク
リ
玉
ヒ
シ
書

」
と
あ
る
。
ま
た
篇
名
に

つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
「
東
語
上
」
は
、
「
東
シ
關
東
ノ
方
ノ
事
ヲ
カ
キ
シ
語

コ
ト
バ

ノ
上

」

と
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
野
史
氏
曰
」
に
つ
い
て
は
、
「
野
史
ハ
ヲ
モ
テ
ダ
ツ
テ
公
儀
ノ
記

錄
方
ノ
役
人
ノ
カ
キ
シ
記
錄
ニ
ア
ラ
ズ
野
ニ
ア
ル
草
莽
ノ
臣
ノ
内
分
ニ
テ
カ
キ
シ
記
錄

ノ
書
ヲ
野
史
ト
云
フ

氏
ノ
字
ヲ
ツ
ケ
テ
野
史
氏
ト
云
フ
ハ
野
史
ヲ
カ
キ
シ
人
ト
云
フ

義

言
ハ
野
史
ヲ
ツ
ク
リ
シ
人
ノ
此
ノ
方
ノ
曰
ク
ト

」
と
言
う
。 

 

「
聞
書
」
と
い
う
名
の
と
お
り
、
『
通
語
聞
書
』
は
講
師
の
口
ぶ
り
を
そ
の
ま
ま
書
き
留

め
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
ヨ
ウ
、
、
キ
ツ
タ
リ
、
ヨ
ウ
、
、
弓
ヲ
ヒ
イ
タ
リ
ス
ル
」
「
死
ヲ
ノ
ガ
ル
ヽ

ヿ
ハ
デ
ケ
ズ

、
、
、
」
「
人
ノ
心
ヲ
ヲ
サ
メ
ト
ツ
テ

、
、
、
、
、
、
」
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）
の
よ
う
に
、
関
西

の
方
言
と
思
わ
れ
る
表
現
も
散
見
す
る
。
ま
た
簡
潔
を
旨
と
す
る
前
述
の
諸
注
釈
書
と
は

異
な
り
、
そ
の
解
説
は
く
ど
い
ほ
ど
に
丁
寧
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
特
ニ
、
格
別
ニ
」
「
貢

シ
、
ミ
ツ
ギ
」
「
昏
姻
ヲ
約
束
シ
テ
、
女
子
ヲ
ヤ
ル
約
束
ス
ル

」
な
ど
、
講
師
が
言
葉
を

重
ね
て
説
明
し
て
い
る
の
を
そ
の
ま
ま
筆
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
あ
る
。 

 

こ
の
ほ
か
漢
字
の
読
み
に
つ
い
て
、
振
り
仮
名
は
あ
ま
り
使
用
せ
ず
、
そ
の
代
わ
り
に

竪
点
を
使
い
、
熟
語
の
右
に
打
て
ば
上
下
音
読
み
、
左
に
打
て
ば
上
下
訓
読
み
、
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
「
力
ラ
」
「
所
ロ
」
「
腰
シ
」
な
ど
、
活
用
の
な
い
名
詞
に

『通語聞書』 
国立国会図書館所蔵 
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送
り
仮
名
を
付
け
る
こ
と
で
、
読
み
を
示
し
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
の
ほ
か
人
名
に
は
、

竪
点
よ
り
も
長
い
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。 

 

前
述
の
『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
は
、
ほ
ぼ
単
語
レ
ベ
ル
で
解
説
を
し
て
い
る
た
め
、
文

全
体
の
意
味
を
捉
え
に
く
い
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
東
語
下
」
の
冒
頭
に
「
北
條
ノ

土
豪
也
」
と
あ
る
が
、
「
土
豪
」
と
い
う
語
に
対
し
て
は
、
諸
注
釈
書
は
「
ト
コ
ロ
ノ
家

ガ
ラ
」
「
ソ
コ
ノ
ゴ
ウ
カ
」
「
土
着
之
豪
族
也
」
な
ど
と
解
説
す
る
。
一
方
、
『
通
語
聞

書
』
に
は
「
北
條
時
政
ハ
伊
豆
ノ
国
ノ
北
條
ト
云
フ
土
地
ノ
ツ
ヨ
ク
勢
イ
ア
ル
者

ヨ
ツ

テ
北
條
ヲ
以
テ
氏
ト
ス
ル

」
と
あ
り
、
明
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
解
説
が
、

『
通
語
』
の
ほ
ぼ
全
篇
に
及
ん
で
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
『
通
語
聞
書
』
は
、
く
だ
け
た
口
語
的
表
現
を
使
い
、
言
葉
を
尽
く
し
て
解

説
し
て
い
る
た
め
、
『
通
語
』
を
理
解
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
有
用
性
が
高
い
と
言
え
る
。 

 

⑧
猪
飼
敬
所
『
通
語
評
』
全
一
冊
、
書
写
本
（
書
写
者
・
書
写
年
と
も
に
不
明
） 

序
跋
：
な
し
。 

書
式
：
白
紙
を
使
用
。 

所
蔵
：
京
都
大
学
附
属
図
書
館
（
猪
飼
氏
旧
蔵
書
）
（
注
28
）

。 

備
考
： 

・『
通
語
』
の
各
編
か
ら
批
評
の
対
象
と
な
る
句
を
見
出
し
と
し
て
十
字
程
度
で
抜
粋
。 

・
見
出
し
の
横
に
一
格
下
げ
て
「
評
語
」
。 

・
朱
筆
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
る
（
書
写
者
は
不
明
）
。 

・
書
き
込
み
の
あ
る
大
き
な
付
箋
が
数
カ
所
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
（
書
写
者
は
不
明
）
。 

 

『
通
語
評
』
の
編
者
に
つ
い
て
、
猪
飼
敬
所
は
、
江
戸
後
期
の
儒
学
者
で
、
近
江
の
人
、

名
は
彦
博
、
字
は
文
卿
、
敬
所
は
そ
の
号
で
あ
る
。
経
史
に
通
じ
、
著
述
に
『
論
孟
考
文
』

な
ど
が
あ
る
。
五
十
を
過
ぎ
た
頃
に
、
よ
う
や
く
履
軒
の
『
雕
題
』
を
読
み
、
若
い
頃
に

従
学
し
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念

に
思
っ
た
、
と
言
う
。
ま
た
晩

年
に
は
頼
山
陽
と
親
交
が
あ

り
、
北
朝
正
統
論
者
の
猪
飼
敬

所
と
南
朝
正
統
論
者
で
あ
る
頼

山
陽
と
の
論
争
は
広
く
知
ら
れ

て
い
る
（
注
29
）

。 

 

『
通
語
評
』
と
い
う
書
名
に

つ
い
て
、
題
簽
に
は
「
通
語
評
」
と
あ
る
が
、
内
題
に
は
「
通
語
」
と
あ
り
、
そ
の
下
に

「
敬
所
先
生
標
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
は
、
わ
ず
か
三
丁
の
冊
子
で
、
『
通
語
』

に
対
す
る
計
十
二
条
の
評
語
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
『
通
語
』
の
欄
外
に
書

き
込
ま
れ
て
い
た
敬
所
の
書
き
込
み
を
抄
出
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
（
注
30
）

。 

こ
の
十
二
条
の
内
、
五
条
は
『
通
語
』
の
表
記
に
関
す
る
批
判
で
、
そ
の
ほ
か
は
記
述

内
容
に
関
す
る
批
判
で
あ
る
。
表
記
に
関
す
る
批
判
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
「
保
元
語
」

の
「
与
諸
子
分
宝
鎧
」
に
対
し
て
、
『
通
語
評
』
は
「
当
に
『
分
宝
鎧
与
諸
子
』
に
作
る

べ
し
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
記
述
内
容
に
関
す
る
批
判
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
同
じ
く
「
保

元
語
」
の
「
保
元
の
変
、
兄
弟
の
相
奪
う
に
始
ま
り
、
父
子
の
相
い
賊
う
に
終
わ
る
（
保

元
之
変
、
始
於
兄
弟
相
奪
、
終
於
父
子
相
賊
）
」
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。 

 

保
元
の
乱
は
、
白
河
法
皇
の
帷
薄
の
修
ま
ら
ざ
る
に
原も

と

づ
く
。
初
め
鳥
羽
天
皇
の

后
、
璋
子
は
法
皇
の
宮
中
に
在
り
。
鳥
羽
帝
、
崇
徳
は
己
の
子
に
非
ず
し
て
、
実
は

叔
父
な
ら
ん
と
疑
う
。
故
に
父
子
、
相
い
恊か

な

わ
ず
、
位
を
近
衛
に
譲
ら
し
む
。
近
衛

崩
じ
、
崇
徳
の
子
を
立
て
ず
し
て
、
後
白
河
を
立
つ
。
遂
に
兄
弟
の
争
国
を
致
す
。

履
軒
の
跡
乱
の
由
る
所
、
何
ぞ
其
れ
粗
な
る
か
な
（
保
元
之
乱
、
原
於
白
河
法
皇
帷

薄
不
修
。
初
鳥
羽
天
皇
后
璋
子
在
法
皇
宮
中
。
鳥
羽
帝
疑
崇
徳
非
己
之
子
、
実
叔
父

猪飼敬所『通語評』 
京都大学附属図書館所蔵 
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也
。
故
父
子
不
相
恊
、
使
譲
位
於
近
衛
。
近
衛
崩
、
不
立
崇
徳
之
子
、
而
立
後
白
河
。

遂
致
兄
弟
争
国
、
履
軒
之
跡
乱
之
所
由
何
其
粗
也
）
。 

 

『
通
語
評
』
は
、
保
元
の
乱
は
、
白
河
法
皇
の
閨
房
に
端
を
発
し
て
お
り
、
鳥
羽
帝
と

崇
徳
帝
の
複
雑
な
親
子
関
係
に
言
及
せ
ず
、
そ
の
淵
源
を
崇
徳
帝
と
後
白
河
帝
の
兄
弟
の

対
立
と
し
て
い
る
履
軒
の
記
述
は
粗
雑
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。 

な
お
『
通
語
評
』
に
は
、
本
文
の
書
写
者
と
は
別
の
人
物
に
よ
っ
て
、
朱
筆
の
書
き
込

み
と
付
箋
の
貼
付
が
な
さ
れ
て
い
る
。
朱
筆
は
句
読
と
字
句
の
訂
正
を
示
し
、
付
箋
に
は

『
通
語
評
』
の
指
摘
を
補
強
す
べ
く
、
『
通
語
』
の
原
文
が
詳
し
く
抄
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
『
通
語
評
』
は
、
『
通
語
』
を
読
む
た
め
の
注
釈
書
と
い
う
よ
り
は
、
『
通

語
』
を
読
ん
だ
敬
所
の
備
忘
録
に
近
い
と
言
え
る
。 

以
上
、
『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
に
つ
い
て
、
教
科
書
の
副
読
本
と
し
て
は
、
コ
ン
パ
ク

ト
で
か
つ
語
彙
数
が
比
較
的
豊
富
で
、
初
学
者
に
配
慮
さ
れ
た
森
川
の
『
通
語
字
解
』
が

適
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
一
方
、
そ
も
そ
も
注
釈
書
で
は
な
い
た
め
、
解
説
が
冗
漫
で
、
教

科
書
の
副
読
本
に
は
適
し
て
い
な
い
が
、
『
通
語
』
の
文
意
を
理
解
す
る
上
で
は
、
『
通

語
聞
書
』
が
大
い
に
参
考
に
な
る
。
し
か
し
、
出
典
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
読
む
と
い
う

点
で
は
、
こ
ち
ら
も
教
科
書
の
副
読
本
と
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
や

は
り
森
の
『
標
註
通
語
』
が
最
も
完
備
し
て
お
り
、
副
読
本
の
中
で
は
石
黒
の
『
通
語
難

語
解
』
が
最
も
詳
細
に
出
典
を
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 

三 

『
通
語
』
の
漢
文
教
材
と
し
て
の
可
能
性
に
つ
い
て 

  

こ
こ
ま
で
『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
の
特
色
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
た
が
、
明
治
の
教
育

現
場
に
お
い
て
『
通
語
』
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
各
種
注
釈

書
が
ど
こ
ま
で
活
用
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
、

当
時
の
人
々
が
一
定
の
教
育
的
効
果
を
見
込
ん
で
『
通
語
』
を
教
科
書
に
採
択
し
た
点
で

あ
り
、
ま
た
、
漢
文
の
素
養
が
あ
る
人
々
が
、
『
通
語
』
の
教
科
書
採
択
を
歓
迎
し
、
な

ん
と
か
し
て
『
通
語
』
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
副
読
本
を
何

種
類
も
世
に
送
り
出
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
教
科
書
と
し
て
の
評
価
が
高
い
『
通
語
』
を
現
在
の
大
学
の
授

業
に
お
い
て
漢
文
の
教
材
に
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
考
え
て
み
た
い
。
そ
こ
で
以

下
、
『
通
語
』
を
使
用
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
教
育
的
効
果
を
四
点
挙
げ
る
。

な
お
、
今
回
は
、
『
通
語
』
全
十
篇
中
、
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
い
る
「
東
語
」
、
す

な
わ
ち
鎌
倉
幕
府
に
関
す
る
記
述
に
注
目
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。
そ
し
て
底
本
と
し
て

は
、
広
く
流
布
し
て
い
る
明
治
一
七
年
の
刊
本
を
用
い
る
。 

 

第
一
に
、
初
学
者
が
漢
文
の
語
法
を
身
に
つ
け
、
漢
文
に
慣
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い

て
、
『
通
語
』
は
好
教
材
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
ず
『
通
語
』
は
、
全
文
に
読
点
と
返
り
点
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
人
名
や
地
名
に
関
す

る
履
軒
の
短
い
注
解
が
所
々
に
あ
り
、
初
学
者
の
教
材
と
し
て
、
最
低
限
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
と
言
え
る
（
注
31
）

。 

次
に
『
通
語
』
の
記
述
は
、
簡
潔
を
旨
と
し
、
一
つ
一
つ
の
文
が
短
く
、
文
の
構
造
も

シ
ン
プ
ル
で
あ
る
。
そ
の
た
め
返
り
点
と
し
て
は
、
ほ
ぼ
レ
点
と
一
二
点
し
か
使
用
さ
れ

て
お
ら
ず
、
上
下
点
の
使
用
は
稀
で
あ
り
、
漢
文
に
不
慣
れ
な
学
生
で
も
比
較
的
容
易
に

書
き
下
し
文
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

さ
ら
に
『
通
語
』
は
、
歴
史
的
経
緯
が
年
表
の
よ
う
に
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
、
そ
こ
は
話
の
流
れ
も
追
い
や
す
い
。
た
と
え
ば
将
軍
頼
経
の
解
職
か
ら
宝
治
合
戦

に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、
「
東
語
下
」
に
次
の
よ
う
に
淡
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

寛
元
二
年
四
月
、
頼
経
、
災
異
を
以
て
職
を
解
く
。
経
時
、
其
の
子
頼
嗣
を
立
つ
。

四
年
四
月
、
経
時
、
卒
す
。
弟
の
時
頼
、
襲つ

ぐ
。
五
月
、
越
後
の
守
光
時
、
難
を
作な
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す
を
謀
る
。
発
覚
し
て
伊
豆
に
流
す
。
七
月
、
前
将
軍
の
頼
経
、
京
師
に
還か

え

る
。
宝

治
元
年
夏
、
時
頼
、
三
浦
若
狭
守
泰
村
を
殺
す
（
寛
元
二
年
四
月
、
頼
経
、
以
災
異

解
職
。
経
時
立
其
子
頼
嗣
。
四
年
四
月
、
経
時
卒
す
。
弟
時
頼
襲
焉
。
五
月
、
越
後

守
光
時
謀
作
難
。
発
覚
流
于
伊
豆
。
七
月
、
前
将
軍
頼
経
還
京
師
。
寛
治
元
年
夏
（
筆

者
注
：
「
宝
治
元
年
夏
」
の
誤
り
）
、
時
頼
殺
三
浦
若
狭
守
泰
村
）
。 

  

そ
し
て
『
通
語
』
は
漢
文
で
書
か
れ
た
日
本
の
歴
史
書
で
あ
る
た
め
、
学
生
は
本
文
中

の
人
名
や
地
名
さ
ら
に
は
文
化
的
背
景
に
対
し
て
、
中
国
の
歴
史
書
よ
り
も
な
じ
み
が
あ

り
、
純
粋
に
漢
文
を
読
み
解
く
こ
と
に
集
中
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に

筆
者
は
、
中
国
語
の
講
読
授
業
に
お
い
て
、
日
本
の
文
化
を
現
代
中
国
語
で
紹
介
す
る
文

章
を
導
入
教
材
に
取
り
入
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
学
生
は
中
国
語
の
文
法
理
解
に
専
念

で
き
て
い
る
と
い
う
手
応
え
を
得
て
い
る
。 

 

第
二
に
、
『
通
語
』
に
は
、
今
の
中
学
・
高
校
の
歴
史
教
科
書
に
は
登
場
し
な
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
が
散
見
し
、
内
容
的
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
『
通
語
』
は
前

述
の
よ
う
な
簡
潔
な
描
写
が
続
く
箇
所
も
あ
る
が
、
権
力
闘
争
の
歴
史
を
軸
に
、
歴
史
的

事
件
の
背
景
や
そ
の
周
辺
事
情
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
読
者
の
興
味
を
そ
そ
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
源
頼
朝
と
北
条
政
子
が
結
婚
に
至
る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
、

「
東
語
下
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

頼
朝
の
伊
豆
に
配
さ
れ
、
伊
東
祐
親
に
依
る
。
祐
親
、
害
心
有
り
。
頼
朝
、
遁の

が

れ
て

北
条
に
奔
り
、
時
政
の
家
に
投
ず
。
既
に
し
て
時
政
、
更
を
以
て
京
師
を
衛
り
、
還

る
。
目
代
の
兼
隆
と
偕と

も

に
し
、
途
に
在
り
て
昏
を
約
す
。
至
る
に
及
び
て
、
其
の
女

む
す
め

と
頼
朝
と
私
す
る
を
聞
く
。
大
い
に
駭

お
ど
ろ

き
、
辜つ

み

を
獲
る
を
懼
れ
、
佯
と
し
て
知
ら

ざ
る
も
の
と
為
し
、
遂
に
之
を
嫁
が
す
。
女
、
宵
に
遁
れ
て
頼
朝
に
奔
る
。
時
政
、

之
を
奈
何

い

か

ん

と
も
す
る
な
し
（
頼
朝
之
配
于
伊
豆
、
依
伊
東
祐
親
。
祐
親
有
害
心
。
頼

朝
遁
奔
北
条
、
投
時
政
家
。
既
而
時
政
以
更
衛
京
師
、
還
。
与
目
代
兼
隆
偕
、
在
途

約
昏
。
及
至
、
聞
其
女
与
頼
朝
私
。
大
駭
、
懼
獲
辜
也
。
佯
為
不
知
者
、
遂
嫁
之
。

女
宵
遁
奔
頼
朝
。
時
政
無
奈
之
何
也
）
。 

  

な
お
「
東
語
上
」
に
よ
れ
ば
、
頼
朝
は
、
祐
親
の
と
こ
ろ
に
い
た
時
に
も
祐
親
の
娘
と

密
通
し
、
子
供
ま
で
も
う
け
て
お
り
、
そ
れ
を
知
っ
た
祐
親
は
娘
を
よ
そ
に
嫁
が
せ
て
、

頼
朝
と
の
子
供
を
殺
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
政
子
が
頼
朝
の
愛
妾
で
あ
る
亀
の
前
の
住
ま

い
を
破
壊
し
た
後
妻
打
ち
の
話
や
、
後
鳥
羽
上
皇
の
愛
妾
で
あ
る
伊
賀
局
の
領
地
を
め
ぐ

っ
て
朝
廷
と
幕
府
が
対
立
し
た
話
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
、
履
軒
の

論
評
は
見
ら
れ
な
い
が
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
君
臣
関
係
や
父
子
関
係
だ
け
は
で

な
い
の
が
興
味
深
い
。 

 

こ
の
ほ
か
『
通
語
』
に
は
、
義
経
伝
説
の
よ
う
な
俗
説
の
類
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
東
語
上
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

義
経
、
妻
子
と
自
ら
焚
死
す
。
時
に
暑
に
属
し
て
途
遼と

お

け
れ
ば
、
焼
爛
腐
壊
し
て
、

識
別
す
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
其
の
実
、
家
属
を
率
い
て
粛
慎
に
入
る
。
夷
中
に
長
た
り
、

寿
を
以
て
終
わ
る
。
国
中
に
義
経
及
び
弁
慶
の
祠
有
り
て
、
今
猶
お
存
す
。
粛
慎
の

酋
長
、
自
ら
源
豫
州
の
裔
と
謂
う
有
り
と
云
う
（
義
経
与
妻
子
、
自
焚
死
。
時
属
暑

而
途
遼
、
焼
爛
腐
壊
、
不
可
識
別
也
。
蓋
其
実
率
家
属
入
粛
慎
。
長
於
夷
中
、
以
寿

終
。
国
中
有
義
経
及
弁
慶
祠
、
今
猶
存
焉
。
粛
慎
酋
長
、
有
自
謂
源
豫
州
裔
云
）
。 

  

な
お
義
経
が
モ
ン
ゴ
ル
に
渡
っ
て
族
長
と
な
っ
た
と
い
う
話
に
つ
い
て
、
前
述
の
猪
飼

敬
所
は
、
俗
に
義
経
が
蝦
夷
に
渡
っ
た
と
い
う
話
は
聞
く
が
、
中
国
に
わ
た
り
、
族
長
に

義
経
の
子
孫
が
い
る
と
い
う
話
し
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
『
日

本
外
史
』
は
、
あ
る
人
が
「
義
経
は
蝦
夷
に
逃
れ
た
」
と
言
っ
た
が
、
頼
朝
は
真
相
を
追
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求
し
な
か
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
注
32
）

。 

 
さ
ら
に
『
通
語
』
は
、
歴
史
上
の
人
物
の
人
と
な
り
に
も
触
れ
て
い
て
、
「
東
語
下
」

に
、
頼
朝
は
「
性
、
猜
忌
多
く
、
独
り
時
政
の
み
親
信
す
（
性
多
猜
忌
、
而
独
親
信
時
政
）
」

と
し
、
北
条
泰
時
は
「
友
愛
慈
良
、
躬
ら
倹
勤
を
執
る
。…

…

廉
平
和
寛
、
誠
を
推
し
て

物
を
愛
し
、
其
の
民
を
視
る
や
惻
怚
の
意
有
り
。
上
下
悦
服
し
、
乃
ち
四
海
少
康
に
至
る

（
友
愛
慈
良
、
躬
執
倹
勤…

…

廉
平
和
寛
、
推
誠
愛
物
、
其
視
民
有
惻
怚
意
。
上
下
悦
服
、

至
乃
四
海
少
康
）
」
と
評
し
て
い
る
。
『
通
語
』
の
泰
時
に
対
す
る
評
価
は
非
常
に
高
く
、

北
条
氏
が
八
世
代
に
わ
た
っ
て
権
勢
を
誇
っ
た
の
は
、「
泰
時
の
力
な
り
（
泰
時
之
力
也
）
」

と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
泰
時
に
つ
い
で
評
価
が
高
い
の
が
、
第
五
代
執
権
の
北
条
時
頼
で
、
『
通
語
』

は
時
頼
に
つ
い
て
「
廉
平
寡
欲
、
治
道
に
潜
心
す
。
政
事
、
泰
時
に
亜つ

ぐ
（
廉
平
寡
欲
、

潜
心
治
道
。
政
事
亜
泰
時
）
」
と
評
し
て
い
る
。
そ
し
て
時
頼
の
功
績
と
し
て
、
時
頼
自

身
の
善
政
で
は
な
く
、
時
頼
が
抜
擢
し
た
青
砥
藤
綱
と
い
う
人
物
の
善
行
を
挙
げ
て
い
る

点
が
関
心
を
引
く
。
藤
綱
の
裁
判
が
相
手
の
身
分
の
と
ら
わ
れ
ず
公
平
で
あ
っ
た
こ
と
、

夜
、
水
に
落
と
し
た
十
文
を
拾
う
た
め
に
数
十
文
の
松
明
を
買
っ
た
こ
と
、
時
頼
が
神
の

お
告
げ
を
受
け
て
藤
綱
に
土
地
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
を
藤
綱
が
拒
ん
だ
こ
と
、
と
い
っ

た
真
偽
不
明
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
か
な
り
の
紙
幅
を
割
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
青

砥
藤
綱
の
話
は
、『
日
本
外
史
』
に
も
似
た
よ
う
な
文
脈
の
中
で
採
用
さ
れ
て
い
る
（
注
33
）
。 

 

第
三
に
、
『
通
語
』
は
、
単
に
政
権
の
推
移
を
記
す
だ
け
で
な
く
、
現
在
の
学
校
教
育

と
は
異
な
る
歴
史
観
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
見
方
を
知
る
こ
と
は
、
学
生

に
と
っ
て
大
き
な
学
び
と
な
る
だ
ろ
う
。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
通
語
』
は
、
歴
史
叙
述
の
合
間
に
、
時
の
為
政
者
が
名
分

秩
序
を
守
っ
て
い
る
か
、
人
心
を
得
て
い
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
評
論
が
書
か
れ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
頼
朝
と
平
清
盛
の
二
人
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
、
「
東
語
上
」
に
次

の
よ
う
に
あ
る
。 

 

野
史
氏
曰
く…

…

世
俗
、
喜
ん
で
称
す
頼
朝
の
義
を
挙
げ
暴
を
誅
す
と
。
進
み
て
は

王
愾
を
攘
い
、
退
き
て
は
不
天
の
仇
に
報
ゆ
。
忠
孝
並
挙
し
、
仁
知
兼
完
す
。
吁あ

あ

豈

に
其
れ
然
ら
ん
。
吾
請
う
其
の
本
を
提あ

げ
、
其
の
源
を
究
め
ん
。
夫
れ
義
朝
は
反
賊

な
り
。
平
氏
に
微あ

ら

ず
と
雖
も
安い

ず

く
に
適
き
死
を
逭の

が

れ
ん
。
平
氏
は
天
子
の
為
に
寇
を

禦
ぎ
、
安
く
ん
ぞ
之
を
仇
と
す
る
を
得
ん
。
仮
令

た

と

い

清
盛
不
幸
に
し
て
平
治
応
保
の
際

に
歿
す
れ
ば
、
勲
労
山
の
如
く
、
復
た
疵
瑕
の
議
す
べ
き
無
し
（
野
史
氏
曰…

…

世

俗
喜
称
頼
朝
挙
義
誅
暴
。
進
攘
王
愾
、
退
報
不
天
之
仇
。
忠
孝
並
挙
、
仁
知
兼
完
。

吁
豈
其
然
乎
。
吾
請
提
其
本
、
而
究
其
源
。
夫
義
朝
反
賊
也
。
雖
微
平
氏
安
適
逭
死
。

平
氏
者
為
天
子
禦
寇
、
而
安
得
之
仇
。
仮
令
清
盛
不
幸
歿
於
平
治
応
保
之
際
、
勲
労

如
山
、
無
復
疵
瑕
可
議
己
）
。 

 

頼
朝
は
朝
敵
で
あ
り
父
の
敵
で
も
あ
る
平
氏
を
討
っ
た
と
し
て
世
間
は
称
賛
す
る
が
、

先
の
平
治
の
乱
に
お
い
て
、
頼
朝
の
父
で
あ
る
義
朝
は
賊
臣
で
あ
り
、
清
盛
は
天
皇
の
た

め
に
こ
れ
を
防
い
だ
に
過
ぎ
な
い
。
か
り
に
清
盛
が
平
治
か
ら
応
保
に
か
け
て
亡
く
な
っ

て
い
れ
ば
、
そ
の
功
績
は
山
の
ご
と
く
立
派
で
、
な
ん
の
瑕
疵
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、

と
述
べ
て
い
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
頼
朝
の
功
績
に
つ
い
て
も
、
認
め
る
と
こ
ろ
は
あ
り
、
「
東
語
上
」
に
、

頼
朝
を
息
子
の
頼
家
を
比
較
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

野
史
氏
曰
く
、
嗚
呼
創
業
と
守
成
と
孰
れ
か
易
く
孰
れ
か
難
き
。
創
業
の
難
き
こ
と

天
に
登
る
が
ご
と
く
、
守
成
の
易
き
こ
と
、
地
に
坐
る
が
ご
と
し
（
野
史
氏
曰
、
嗚

呼
創
業
与
守
成
、
孰
易
孰
難
。
創
業
之
難
、
若
登
天
、
守
成
易
、
若
坐
地
）
」
。 

 

こ
こ
で
は
創
業
が
い
か
に
難
し
い
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
通
語
』
は
、
こ
の
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あ
と
に
、
義
朝
・
頼
朝
父
子
が
い
か
に
多
く
の
同
族
を
殺
害
し
た
か
を
書
き
連
ね
、
源
氏

の
骨
肉
の
争
い
の
凄
ま
じ
さ
を
示
し
、
源
氏
将
軍
が
三
代
し
か
続
か
な
か
っ
た
要
因
を
こ

こ
に
求
め
て
い
る
（
注
34
）

。 

さ
ら
に
北
条
氏
に
つ
い
て
は
、
「
東
語
下
」
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
批
判
し
て
い
る
。 

 

野
史
氏
曰
く
、
北
条
氏
は
智
数
権
力
を
以
て
国
柄
を
竊
む
。
其
の
嶮
謀
譎
詐
、
端
緒

多
し
と
雖
も
、
之
を
要
す
る
に
人
心
を
収
む
る
を
以
て
帰
と
為
す
。
故
に
税
歛
を
薄

く
し
て
冗
費
を
省
き
、
躬

み
ず
か

ら
倹
素
に
し
て
、
貧
窮
を
賑
わ
す
は
、
仁
に
似
た
り
。

八
世
の
間
、
爵
は
五
品
を
踰
え
ず
、
官
は
州
牧
に
出
で
ず
、
胥あ

い
率
い
て
幕
府
に
臣

節
を
執
る
は
、
恭
に
似
た
り
。
北
条
氏
敢
て
自
ら
尊
大
に
せ
ざ
る
も
、
威
権
の
在
る

所
な
れ
ば
、
人
自
ら
其
の
腰
の
折
れ
、
膝
の
屈
す
る
を
知
ら
ず
。
諸
将
牧
守
は
、
皆

其
の
等
儕
な
り
。
爵
位
の
或
い
は
之
に
上
な
る
者
も
、
其
の
交
際
は
則
ち
翻
り
て
有

君
臣
の
ご
と
き
者
有
り
。
是
に
お
い
て
か
、
承
久
の
役
、
諸
将
異
志
無
く
争
い
て
之

が
為
に
死
を
効
し
、
之
を
名
づ
け
て
忠
と
曰
い
、
自
ら
其
の
逆
を
助
く
る
の
非
義
を

知
ら
ず
。
承
久
以
降
、
益
ま
す
甚
し
と
為
す
（
野
史
氏
曰
、
北
条
氏
以
智
数
権
力
竊

国
柄
。
其
嶮
謀
譎
詐
、
雖
多
端
緒
、
要
之
以
収
人
心
為
帰
。
故
薄
税
斂
省
冘
費
（
筆

者
注
：
「
冘
」
は
「
冗
」
の
誤
り
）
、
躬
倹
素
、
賑
貧
窮
、
似
仁
也
。
八
世
之
間
、

爵
不
踰
五
品
、
官
不
出
州
牧
、
胥
率
執
臣
節
于
幕
府
、
似
恭
也
。
北
条
氏
不
敢
自
尊

大
、
而
威
権
所
在
、
人
不
自
知
其
腰
之
折
、
而
膝
之
屈
。
諸
将
牧
守
、
皆
其
等
儕
、

而
爵
位
或
上
之
者
、
其
交
際
則
翻
有
若
君
臣
者
。
於
是
乎
承
久
之
役
、
諸
将
無
異
志
、

争
為
之
效
死
、
名
之
曰
忠
、
而
不
自
知
其
助
逆
之
非
義
也
。
承
久
以
降
、
為
益
甚
）
。 

 北
条
氏
は
権
謀
術
数
に
よ
っ
て
政
権
を
奪
っ
た
が
、
履
軒
が
重
視
す
る
と
こ
ろ
の
人
心

を
得
た
た
め
、
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
質
素
倹
約
に
努
め
、
貧
し

い
者
に
施
し
を
与
え
る
の
は
仁
に
近
く
、
官
位
栄
達
を
求
め
ず
、
幕
府
に
対
し
て
臣
下
の

礼
を
取
る
の
は
恭
に
近
い
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
身
分
の
高
い
者
も
低
い
者
も
北
条
氏

に
媚
び
へ
つ
ら
い
、
承
久
の
乱
で
は
、
こ
ぞ
っ
て
逆
賊
を
助
け
る
と
い
う
結
果
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。 

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
条
氏
の
中
で
は
、
泰
時
と
時
頼
に
対
す
る
履
軒
の
評
価
は

高
い
が
、
第
八
代
執
権
の
北
条
時
宗
に
対
す
る
評
価
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
時
宗
は
、
元

朝
か
ら
日
本
を
守
っ
た
勇
ま
し
い
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
『
通
語
』
で

は
、
文
永
・
弘
安
の
役
に
お
い
て
時
宗
が
主
体
的
に
動
い
た
記
録
は
な
い
。
文
永
の
役
に

関
し
て
は
、
「
東
語
下
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

 

〔
文
永
〕
十
年
秋
、
元
、
使
い
を
遣
り
来
る
。
納
れ
ず
（
十
年
秋
、
元
遣
使
来
。
弗

納
）
。 

 弘
安
の
役
に
関
し
て
は
、
一
国
の
使
者
に
対
し
て
、
何
の
対
応
も
せ
ず
、
挙
げ
句
の
果

て
に
は
使
者
を
殺
害
す
る
と
い
う
暴
挙
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

建
治
元
年
春
、
元
、
使
い
を
遣
り
来
る
。
報
ぜ
ず
。
冬
、
始
め
て
筑
紫
探
題
を
置
く
。

二
年
春
、
元
、
復
た
使
い
を
遣
り
来
る
。
捕
ら
え
て
之
を
梟
す
。
弘
安
三
年
春
、
復

た
来
る
も
、
亦
た
之
を
殺
す
（
建
治
元
年
春
、
元
遣
使
来
。
弗
報
。
冬
、
始
置
筑
紫

探
題
。
二
年
春
、
元
復
遣
使
来
。
捕
梟
之
。
弘
安
三
年
春
、
復
来
、
亦
殺
之
）
。 

 時
宗
が
主
体
的
に
行
っ
た
こ
と
と
し
て
、
『
通
語
』
は
、
宗
尊
親
王
を
廃
し
て
惟
康
親

王
を
立
て
た
こ
と
、
異
母
兄
の
北
条
時
輔
を
殺
害
し
た
こ
と
、
そ
し
て
後
嵯
峨
上
皇
の
遺

言
と
い
つ
わ
っ
て
、
亀
山
天
皇
と
後
深
草
上
皇
の
子
孫
が
代
々
交
互
に
天
子
の
位
を
受
け

継
ぐ
よ
う
に
内
外
に
布
告
し
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
『
通
語
』
は
時
宗
を
名
指
し
で
批

判
は
し
て
い
な
い
が
、
『
通
語
』
に
採
用
さ
れ
た
時
宗
の
事
跡
か
ら
み
て
、
時
宗
を
好
ま
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し
い
人
物
と
し
て
捉
え
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
特
に
両
党
迭
立
に
大
き
く
関
わ
っ
た

点
は
見
逃
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
通
語
』
に
よ
れ
ば
、
北
条
氏
は
、
こ
の
遺
言
捏
造
と
五

摂
家
分
立
に
よ
っ
て
、
天
皇
家
と
関
白
家
の
両
方
か
ら
人
事
権
を
奪
い
、
そ
の
結
果
、
人

々
は
北
条
氏
に
こ
び
へ
つ
ら
う
よ
う
に
な
り
、
朝
廷
は
ま
る
で
旅
宿
の
よ
う
に
人
が
入
れ

替
わ
り
立
ち
替
わ
り
位
に
就
く
と
い
っ
た
有
様
で
あ
っ
た
、
と
言
う
。 

 

な
お
『
日
本
外
史
』
に
は
、
後
嵯
峨
上
皇
の
遺
言
の
話
は
採
用
さ
れ
ず
、
時
宗
は
武
芸

に
す
ぐ
れ
、
剛
毅
な
性
格
で
あ
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
付
け
加
え
ら
れ
、
元
朝
に
対
し
て
は
、

無
礼
な
書
簡
に
対
す
る
返
信
を
拒
み
、
元
朝
が
二
度
と
わ
が
国
を
侵
略
し
な
か
っ
た
の
は

「
時
宗
の
力
な
り
」
と
し
、
『
通
語
』
と
は
立
場
を
異
に
し
て
い
る
（
注
35
）
。 

第
四
に
、
『
通
語
』
に
は
、
語
釈
や
出
典
を
載
せ
た
各
種
注
釈
書
が
あ
り
、
『
通
語
』

を
読
む
上
で
、
こ
れ
ら
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
通
語
』
の
文
体
に
つ
い
て
、

前
述
の
井
上
論
考
は
「
簡
要
達
意
だ
が
、
達
意
の
漢
文
と
は
決
し
て
平
易
な
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
典
故
を
ふ
ま
え
た
面
倒
な
も
の
で
、
初
学
者
が
読
む
に
は
相
応
の
手
間
を
要
す
」

と
述
べ
て
い
る
が
（
注
36
）
、
ま
さ
に
典
故
を
ふ
ま
え
た
文
体
で
あ
る
こ
と
が
『
通
語
』
の

特
色
で
あ
り
、
こ
れ
を
抜
き
に
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
通

語
』
の
諸
注
釈
書
は
、
当
初
は
簡
単
な
語
釈
を
記
す
だ
け
の
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
、

出
典
の
あ
る
語
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
人
々
の
出

典
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
る
。 

た
と
え
ば
「
東
語
下
」
の
冒
頭
に
、
「
後
鳥
羽
上
皇
、
王
室
版
蕩
の
後
を
承
く
（
後
鳥

羽
上
皇
、
承
王
室
版
蕩
後
）
」
と
あ
り
、
「
版
蕩
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
市
野
『
通
語

字
引
』
は
「
ア
レ
テ
ミ
ダ
レ
ル
」
、
櫛
田
・
近
藤
の
『
通
語
字
解
』
は
「
チ
ョ
ウ
テ
イ
ノ

ヲ
ト
ロ
ヘ
ヨ
ワ
ク
ナ
ル
ヿ
」
、
森
川
の
『
通
語
字
解
』
は
「
ア
レ
ミ
ダ
レ
ル
」
と
す
る
が
、

市
野
の
『
通
語
摘
註
』
は
「
詩
大
雅
。
上
帝
版
版
タ
リ

蕩
々
タ
ル

上
帝
。
註
ニ

版
版
ハ

反
也
蕩

々
ハ

法
度
廢
壞
也
」
と
、
森
の
『
標
注
通
語
』
は
「
詩
大
雅
、
上
帝
版
版
、
又
蕩
蕩
上
帝
、

傳
、
版
版
反
也
、
蕩
蕩
法
度
廢
壞
貌
、
則
謂
二

王
室
衰
弱
一

也
」
と
、
石
黒
の
『
通
語
難
語

解
』
は
「
王
室
ノ
衰
弱
ヲ
云
フ
上
帝
版
々
又
タ
蕩
々
上
帝
傳
版
々
反
也
蕩
々
法
度
廢
壞
也 

詩
大
雅
（
筆
者
注
：
「
詩
大
雅
」
は
小
字
双
行
）
」
と
出
典
を
明
記
し
て
い
る
。 

本
来
で
あ
れ
ば
、
漢
文
を
読
む
際
に
は
、
自
身
で
出
典
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
が
、
す

で
に
出
典
を
お
さ
え
た
注
釈
書
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
利
用
し
な
い
手
は
な

い
。
こ
れ
は
何
も
『
通
語
』
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
漢
文
に
は
古
典
の
言
葉
が
ち

り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
出
典
を
確
認
す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
古
典
に
触
れ
る
よ
い

機
会
に
な
る
。
学
生
は
、
漢
文
は
単
に
漢
字
で
書
か
れ
た
文
章
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

深
み
や
広
が
り
を
も
つ
文
章
で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

  
 

お
わ
り
に 

  

ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
『
通
語
』
は
、
明
治
に
入
っ
て
小
学
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
だ

け
で
な
く
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
す
で
に
定
評
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。
履
軒
は
、
自

身
の
著
述
を
ご
く
限
ら
れ
た
人
に
だ
け
閲
覧
を
許
し
、
そ
の
著
述
が
生
前
に
公
刊
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
死
後
、
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
『
通
語
』
で
あ
っ

た
。
ま
た
中
西
忠
蔵
は
入
手
刊
行
が
難
し
い
写
本
の
類
を
出
版
し
て
い
た
が
、
す
で
に
公

刊
さ
れ
て
い
る
『
通
語
』
を
あ
ら
た
に
活
字
本
で
刊
行
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
需
要
が
あ

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
人
々
の
歴
史
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
履
軒
は
満
足
の
い

く
歴
史
書
を
著
そ
う
と
し
た
の
だ
が
、
そ
の
歴
史
観
に
つ
い
て
、
前
述
の
山
中
論
考
は
「
道

徳
的
・
名
分
的
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
り
、
儒
者
の
歴
史
観
と
し
て
と
く
に
独
自
で
あ
る

と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
通
語
』
は
履
軒
の
早

年
の
作
で
あ
り
、
の
ち
の
熟
成
し
た
史
論
と
比
べ
て
の
話
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
、
『
通

語
』
に
は
非
常
に
標
準
的
な
儒
者
の
歴
史
観
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
決
し
て
独
り
よ
が
り
な
も
の
で
は
な
く
、
三
宅
観
瀾
の
系
譜
に
属

し
、
山
中
論
考
に
よ
れ
ば
、
頼
春
水
『
在
津
紀
事
』
は
「
通
語
は
実
に
快
編
な
り
」
と
称
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し
、
『
通
語
』
が
寛
政
の
三
博
士
の
一
人
で
、
国
史
に
詳
し
い
尾
藤
二
洲
に
よ
っ
て
論
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
注
37
）

。 

 

次
に
第
二
章
に
お
い
て
明
治
の
初
め
の
わ
ず
か
数
年
の
間
に
『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
が

立
て
続
け
に
刊
行
さ
れ
、
そ
こ
に
漢
文
の
素
養
の
あ
る
多
く
の
人
が
尽
力
し
た
こ
と
を
述

べ
た
。
ま
た
各
編
者
が
互
い
の
著
述
を
ど
こ
ま
で
参
考
に
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
初

め
は
簡
便
に
ま
と
め
ら
れ
た
語
釈
の
類
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
足
り
ず
、
徐
々
に
難
易

度
を
増
し
、
そ
の
出
典
に
ま
で
言
及
す
る
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

た
。
た
と
え
初
学
者
向
け
の
教
材
で
あ
っ
て
も
、
漢
文
を
読
む
上
で
出
典
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
『
通
語
』
が
小

学
教
科
書
に
採
用
さ
れ
た
要
因
と
し
て
、
二
百
六
十
年
の
歴
史
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
、
当
時
、
一
般
的
で
あ
っ
た
南
朝
中
心
史
観
に
も
と
づ
い
て
い
た
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
る
が
、
諸
注
釈
書
の
序
文
な
ど
か
ら
、
当
時
『
通
語
』
は
根
強
い
人
気
が
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。 

最
後
に
第
三
章
に
お
い
て
『
通
語
』
の
漢
文
教
材
と
し
て
の
四
つ
の
教
育
的
効
果
に
つ

い
て
述
べ
た
。
大
学
の
一
般
教
養
科
目
な
ど
、
漢
文
を
専
門
と
し
な
い
学
生
を
対
象
に
中

国
の
古
典
に
つ
い
て
講
義
す
る
場
合
、
中
国
古
典
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
が
第
一

に
求
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
中
国
の
古
典
を
完
全
に
退
け
て
ま
で
、
『
通
語
』
を
漢
文
教
材

と
し
て
用
い
る
と
い
う
の
は
、
非
現
実
的
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
教
員
の
解
説
や
訳
注
書
の
現
代
語
訳
に
よ
っ
て
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
だ
け

で
な
く
、
学
生
自
身
が
〈
自
分
で
読
み
解
い
た
〉
と
い
う
実
感
を
得
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
筆
者
は
考
え
る
。
特
に
〈
訓
読
す
る
〉
と
い
う
経
験
を
通
じ
て
、
漢
文
を
日
本
語
化

す
る
醍
醐
味
を
学
生
に
は
ぜ
ひ
と
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
「
漢
文
不

要
論
」
が
話
題
に
な
る
な
ど
、
若
い
世
代
の
漢
文
離
れ
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
中
国
学

を
専
攻
す
る
学
生
で
あ
れ
ば
、
漢
文
を
読
む
機
会
は
ふ
ん
だ
ん
に
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ

以
外
の
学
生
に
対
し
て
、
〈
漢
文
を
読
む
〉
機
会
を
少
し
で
も
提
供
す
る
こ
と
は
、
非
常

に
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
。
も
し
漢
文
で
書
か
れ
た
文
献
を
取
り
上
げ
る
授
業
が
あ
れ
ば
、

そ
の
内
の
数
回
だ
け
で
も
、
あ
る
い
は
事
前
事
後
学
習
の
課
題
と
し
て
、
『
通
語
』
を
教

材
と
し
て
取
り
上
げ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
『
通
語
』
の

注
釈
書
の
編
者
た
ち
が
こ
だ
わ
っ
た
典
故
の
あ
る
表
現
に
も
注
目
し
、
漢
文
が
も
つ
深
み

と
広
が
り
に
つ
い
て
教
え
る
こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
ろ
う
。 

本
稿
に
お
い
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
、
『
通
語
』
を
同
時
代
の
歴
史
書
と
比
較
検
討
し
た

上
で
、
議
論
を
始
め
る
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

本
稿
は
『
通
語
』
が
定
評
あ
る
歴
史
書
と
し
て
小
学
教
科
書
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
前
提

に
議
論
を
進
め
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
『
通
語
』
は
、
多
彩
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
富
む

日
本
の
歴
史
書
で
あ
り
、
典
故
を
ふ
ま
え
た
簡
潔
な
表
現
に
よ
っ
て
、
確
固
た
る
歴
史
観

を
提
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
そ
の
難
し
い
語
句
や
出
典
に
つ
い
て
解
説
す
る
諸
注
釈
書

が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
『
通
語
』
は
、
う
っ
て
つ
け
の
漢
文
教
材
と
言

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
実
際
に
『
通
語
』
を
教
材
と
し
て
活
用
し
、
そ
の
教

育
的
効
果
や
『
通
語
』
の
諸
注
釈
書
の
有
用
性
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
い
。 

   
 

注 

 

（
１
）
本
稿
は
、
小
島
毅
「
大
義
名
分
論
が
創
り
あ
げ
た
英
雄―

文
天
祥
と
北
条
時
宗―

」
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
を
務
め
た
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
の
「
に
ん
ぷ
ろ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
〇
七
」

お
よ
び
「
中
井
履
軒
の
『
通
語
』
に
つ
い
て
」
を
発
表
し
た
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
）
の
「
懐

徳
堂
研
究
会
」
に
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ふ
ま
え
て
い
る
。 

（
２
）
井
上
了
「
明
治
に
お
け
る
『
通
語
』―

南
朝
正
統
論
者
と
し
て
の
中
井
履
軒―

」
、
『
懐
徳
』
第

八
五
号
、
二
〇
一
七
年
、
七
二
～
八
〇
頁
を
参
照
。 
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（
３
）
西
村
天
囚
「
履
軒
の
史
論
」
、
復
刻
版
『
懐
徳
堂
考
』
下
巻
、
懐
徳
堂
・
友
の
会
、
昭
和
五
九
年
、

八
〇
～
八
一
頁
を
参
照
。
出
版
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
清
水
中
洲
「
刻
通
語
序
」
に
は
「
宜

な
る
か
な
当
時
是
の
書
出
で
て
、
人
争
い
て
伝
誦
し
、
今
や
其
の
伝
滋
ま
す
広
し
。
而
れ
ど
も
坊

間
に
伝
わ
る
所
の
本
、
魯
魚
の
謬
り
、
頗
る
多
し
。
或
い
は
人
に
疑
わ
る
る
に
至
る
。
門
下
の
徒

の
之
を
聞
く
や
、
豈
に
容
舎
し
て
顧
み
ざ
ら
ん
。
因
り
て
相
い
与
に
校
讎
し
、
以
て
命
じ
て
剞
劂

せ
し
む
（
宜
乎
当
時
是
書
出
。
而
人
争
伝
誦
。
今
也
其
伝
滋
広
。
而
坊
間
所
新
之
本
。
魯
魚
之
謬
。

頗
多
。
或
至
取
人
疑
。
門
下
之
徒
之
聞
之
。
豈
容
舎
而
不
顧
乎
。
因
相
与
校
讎
。
以
命
剞
劂
）
」

と
あ
る
。 

（
４
）
多
治
比
郁
夫
「
拙
修
斎
叢
書
の
刊
行
者
」
、
『
図
書
館
界
』
二
巻
二
号
、
一
九
六
九
年
、
四
二
～

四
六
頁
を
参
照
。
多
治
比
論
考
に
よ
れ
ば
、
中
西
忠
蔵
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
不
明
な
点
が
多
い

が
、
広
く
名
士
と
交
流
が
あ
り
、
特
に
尾
藤
二
洲
と
親
密
な
関
係
で
あ
っ
た
と
し
、
履
軒
や
竹
山
、

そ
し
て
頼
山
陽
の
著
述
は
尾
藤
二
洲
を
通
じ
て
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。 

（
５
）
山
中
浩
之
「
中
井
履
軒
の
思
想
」
、
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
（
叢
書
・
日
本
の
思
想
家
24
）
、

明
徳
出
版
社
、
昭
和
五
五
年
、
二
六
三
頁
を
参
照
。
山
中
論
考
は
、
履
軒
の
歴
史
思
想
と
し
て
、

『
通
語
』
だ
け
で
な
く
、
『
弊
帚
続
編
』
や
『
弁
妄
』
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。 

（
６
）
清
水
中
洲
「
刻
通
語
序
」
に
は
「
其
の
書
を
為
す
や
、
当
時
の
史
乗
に
就
き
て
、
以
て
篇
目
を
立

て
、
因
り
て
係
ぐ
に
「
語
」
を
以
て
し
、
名
づ
け
て
曰
く
「
通
語
」
と
。
蓋
し
『
左
氏
外
伝
』
に

傚
う
と
云
う
（
其
為
書
。
就
当
時
史
乗
。
以
立
篇
目
。
因
係
以
語
。
名
曰
通
語
。
蓋
傚
左
氏
外
伝

云
）
」
と
あ
る
。 

（
７
）
清
水
中
洲
「
刻
通
語
序
」
に
は
「
吾
聞
く
、
翁
の
嘗
て
謂
う
こ
と
有
る
を
。
国
史
、
仁
和
に
絶
業

す
。
其
の
後
、
喪
乱
相
い
接
ぎ
、
冠
裳
変
じ
て
介
冑
と
為
り
、
秘
府
煨
燼
し
て
、
伝
紀
散
佚
す
。

右
文
の
政
、
熄
ぶ
に
殆
し
。
方
に
今
幸
に
し
て
清
泰
の
運
り
に
遇
い
、
海
内
に
事
無
き
こ
と
、
二

百
年
の
今
に
お
け
る
や
、
文
教
漸
く
興
り
、
諸
儒
輩
出
し
、
道
徳
文
章
、
多
く
は
往
事
に
譲
ら
ず
。

唯
だ
柱
下
の
撰
、
未
だ
之
を
或
い
は
聞
か
ず
。
乃
ち
寛
平
以
下
百
十
年
を
数
う
る
に
、
其
の
興
廃

治
乱
の
跡
と
、
夫
の
忠
姦
邪
正
の
事
と
、
混
淆
錯
乱
す
。
一
に
諸
を
閭
里
の
伝
誦
に
付
す
も
、
之

を
敢
え
て
断
ず
る
莫
し
。
嘗
て
聞
く
源
義
公
『
日
本
史
』
を
撰
し
、
林
祭
酒
『
本
朝
通
鑑
』
を
撰

す
と
。
然
れ
ど
も
其
の
書
秘
し
て
伝
わ
ら
ず
。
朝
の
士
大
夫
と
雖
も
、
蓋
し
寓
目
す
る
を
得
る
莫

か
ら
ん
と
云
う
。
況
ん
や
草
茅
の
民
を
や
。
今
伝
う
る
所
、
僅
に
栗
山
氏
の
『
保
建
大
記
』
、
長

井
氏
の
『
本
朝
通
紀
』
の
み
。
然
れ
ど
も
未
だ
人
心
を
厭
飫
せ
ず
、
豈
に
慨
嘆
せ
ざ
ら
ん
や
、
と
。

是
れ
翁
の
斯
の
撰
有
る
所
以
な
り
（
吾
聞
翁
嘗
有
謂
。
国
史
絶
業
于
仁
和
。
其
後
喪
乱
相
接
。
冠

裳
変
為
介
冑
。
秘
府
煨
燼
。
伝
紀
散
佚
。
右
文
之
政
。
殆
乎
熄
。
方
今
幸
遇
清
泰
之
運
。
海
内
無

事
。
二
百
年
于
今
。
文
教
漸
興
。
諸
儒
輩
出
。
道
徳
文
章
。
不
多
譲
於
往
事
。
唯
柱
下
之
撰
。
未

之
或
聞
也
。
乃
寛
平
以
下
数
百
十
年
。
其
興
廃
治
乱
之
跡
。
与
夫
忠
姦
邪
正
之
事
。
混
淆
錯
乱
。

一
付
諸
閭
里
伝
誦
。
而
莫
之
敢
断
也
。
嘗
聞 

源
義
公
撰
日
本
史
（
筆
者
注
：
「
源
」
の
上
は
欠

字
）
。
林
祭
酒
撰
本
朝
通
鑑
。
然
其
書
秘
而
不
伝
。
雖
朝
士
大
夫
。
蓋
莫
得
寓
目
焉
云
。
況
草
茅

之
民
乎
。
今
所
伝
。
僅
有
栗
山
氏
保
建
大
記
。
長
井
氏
本
朝
通
記
而
已
。
然
未
厭
飫
人
心
。
豈
不

慨
嘆
乎
。
是
翁
之
所
以
有
斯
撰
也
）
」
と
あ
る
。 

（
８
）
宮
川
康
子
「
近
世
後
期
歴
史
思
想
の
変
容―

『
日
本
春
秋
』
を
中
心
に―

」
、
『
京
都
産
業
大
学

日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇
四
年
、
七
七
～
一
〇
一
頁
を
参
照
。 

（
９
）
西
村
天
囚
「
履
軒
の
史
論
」
（
前
掲
）
、
八
一
～
八
二
頁
を
参
照
。 

（
10
）
山
中
浩
之
「
中
井
履
軒
の
思
想
」
（
前
掲
）
、
二
六
三
～
二
六
七
頁
を
参
照
。 

（
11
）
西
村
天
囚
「
履
軒
の
史
論
」
（
前
掲
）
、
八
三
頁
を
参
照
。
ま
た
天
囚
は
、
三
宅
観
瀾
と
懐
徳

堂
の
関
係
に
つ
い
て
、
三
宅
観
瀾
が
三
宅
石
庵
（
懐
徳
堂
初
代
学
主
）
の
弟
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

そ
の
主
著
『
中
興
鑑
言
』
は
甥
の
三
宅
春
楼
（
第
三
代
学
主
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

竹
山
・
履
軒
兄
弟
の
父
で
あ
る
中
井
甃
庵
（
第
二
代
学
主
）
と
も
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
こ
と
、

を
挙
げ
て
い
る
。 

（
12
）
時
野
谷
勝
「
懐
徳
堂
の
歴
史
観
」
、
『
季
刊
日
本
思
想
史
』
第
二
〇
号
、
一
九
八
三
年
、
四
二

頁
を
参
照
。
時
野
谷
論
考
は
、
竹
山
の
『
逸
史
』
と
履
軒
の
『
通
語
』
を
取
り
上
げ
、
い
ず
れ
の

歴
史
観
も
大
阪
の
現
実
の
庶
民
生
活
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。 

（
13
）
井
上
了
「
明
治
に
お
け
る
『
通
語
』―

南
朝
正
統
論
者
と
し
て
の
中
井
履
軒―

」
（
前
掲
）
、
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七
三
～
七
五
頁
を
参
照
。 

（
14
）
名
古
屋
市
役
所
編
『
名
古
屋
市
史
（
人
物
編
二
）
』
、
川
瀬
書
店
、
一
九
三
四
年
、
三
五
四
～

三
五
五
頁
を
参
照
。 

（
15
）
境
野
熊
「
通
語
字
引
序
」
に
は
「
吾
が
友
、
市
野
天
籟
子
は
、
徳
行
の
士
な
り
。
夙
に
学
を
好

み
、
勢
利
名
声
藉
甚
に
恬
た
り
。
今
、
吾
と
同
じ
学
職
に
在
り
、
其
の
教
育
に
お
け
る
経
歴
は
、

広
く
、
大
な
り
。
而
し
て
翁
の
文
を
愛
し
、
翁
の
志
を
慕
い
、
自
著
の
『
通
語
字
引
』
は
、
其
の

崇
尚
継
述
す
る
所
以
の
者
に
し
て
、
誠
に
至
れ
り
。
其
の
解
の
如
き
は
、
則
ち
直
截
に
し
て
簡
明
。

蓋
し
翁
と
並
び
称
し
て
、
不
朽
と
す
べ
し
。
而
し
て
其
の
末
を
明
ら
か
に
す
る
の
功
、
或
い
は
倍

蓰
す
（
吾
友
市
野
天
籟
子
、
徳
行
之
士
也
。
夙
好
学
、
恬
于
勢
利
名
声
藉
甚
、
今
与
吾
同
在
学
職
、

其
経
歴
于
教
育
也
、
広
矣
、
大
矣
。
而
愛
翁
之
文
、
慕
翁
之
志
、
自
著
「
通
語
字
引
」
、
其
所
以

崇
尚
継
述
者
、
誠
至
矣
。
如
其
解
、
則
直
截
而
簡
明
。
蓋
可
与
翁
並
称
、
而
不
朽
也
。
而
明
其
末

之
功
或
倍
蓰
焉
）
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
」
と
あ
る
。 

（
16
）
櫛
田
礒
三
郎
に
つ
い
て
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
郷
土
課
の
山
口
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
当
時
の
「
長
崎
県
職
員
録
」
に
櫛
田
礒
三
郎
の
名
前
は
な
く
、
長
崎
県
教
育
会
『
長
崎
県

教
育
史 

〔
復
刻
版
〕
下
巻
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
五
七
年
、
七
六
頁
）
に
、
明
治
二
八
年
小
学

校
教
科
用
図
書
審
査
委
員
と
し
て
任
命
さ
れ
た
中
に
、
近
藤
良
蔵
と
と
も
に
「
長
崎
県
女
児
小
学

校
訓
導 

櫛
田
祐
三
」
と
い
う
名
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
櫛
田
礒
三
郎
と
の
関
係
は
不
明
で
あ

る
。
近
藤
良
蔵
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
平
田
宗
史
「
小
学
督
業
巡
視
功
程
書
に
関
す
る
若
干
の

考
察―

長
崎
県
庁
文
書
を
中
心
と
し
て―

」
『
福
岡
教
育
大
学
紀
要
（
教
職
科
編
）
』
第
二
一
号
、

一
九
七
一
年
、
八
五
～
九
八
頁
を
参
照
。
な
お
近
藤
良
蔵
が
増
補
改
訂
に
関
わ
っ
た
『
改
正
長
崎

県
地
理
小
誌
字
引
』
の
封
面
裏
に
は
「
長
崎
師
範
学
校
編
輯
」
と
あ
り
、
そ
の
刊
記
か
ら
も
同
書

が
長
崎
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
通
語
字
解
』
は
、
明
治
九
年
お

よ
び
明
治
一
七
年
に
『
通
語
』
を
刊
行
し
た
大
阪
の
浅
井
吉
兵
衛
の
と
こ
ろ
で
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

（
17
）
編
者
「
例
言
」
に
は
「
一
、
通
語
三
巻
小
学
教
科
書
ト
ナ
ル
ニ
及
テ
生
徒
始
メ
テ
漢
文
ヲ
読
ミ

漢
文
ヲ
解
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
レ
リ
。
其
艱
苦
想
フ
ベ
シ
。
此
ニ
於
テ
カ
苟
モ
読
ミ
難
ク
解
シ

易
カ
ラ
サ
ル
者
ハ
、
逐
次
音
訓
解
釈
ヲ
附
シ
欄
外
掲
ク
ル
ニ
枚
数
ヲ
以
テ
シ
、
敢
テ
偏
ヲ
索
メ
旁

ヲ
捜
ル
ノ
煩
ヲ
去
リ
、
以
テ
原
本
ノ
対
照
ニ
便
ス
。
一
、
原
書
ノ
前
後
ニ
散
見
ス
ル
姓
名
熟
語
等
、

前
ニ
記
シ
テ
後
ニ
載
セ
サ
ル
者
ア
リ
ト
雖
𪜈
或
ハ
重
複
互
出
。
且
ツ
熟
字
動
詞
ノ
如
キ
上
下
文

意
ノ
関
係
ニ
ヨ
リ
解
釈
訓
点
亦
多
少
ノ
異
同
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
一
、
経
伝
ノ
語
ハ
勿
論
其
他
務
メ

テ
名
家
ノ
注
解
ニ
就
テ
其
要
旨
ヲ
掲
ク
ト
雖
モ
畢
竟
小
学
生
徒
ノ
備
忘
録
ナ
レ
バ
、
敢
テ
大
方

君
子
ノ
高
覧
ニ
供
ス
可
キ
者
ニ
ア
ラ
ス
。
故
ニ
雅
俗
ヲ
問
ハ
ス
野
鄙
ヲ
論
セ
ス
加
之
。
倉
卒
ノ
編

纂
ニ
係
リ
果
テ
誤
謬
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
。
看
者
乞
フ
恕
セ
ヨ
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
」
と
あ
る
。 

（
18
）
大
野
正
茂
『
高
須
藩
人
物
略
誌
（
改
訂
）
』
、
松
風
園
文
庫
、
二
〇
一
五
年
を
参
照
。
参
考
ま

で
に
述
べ
る
と
、
森
川
の
父
の
篤
蔵
は
日
新
堂
の
「
講
授
並
堂
中
諸
事
締
筋
」
で
、
維
新
後
に
は

家
塾
に
て
師
弟
の
教
育
に
当
た
っ
た
。
藩
校
の
跡
地
は
、
現
在
、
海
津
市
立
高
須
小
学
校
と
な
っ

て
い
る
。
森
川
が
編
纂
し
た
『
大
統
歌
注
解
』
は
、
水
野
忠
邦
に
仕
え
、
の
ち
に
昌
平
黌
の
教
授

と
な
っ
た
塩
谷
世
弘
『
大
統
歌
』
に
対
す
る
注
解
で
、
『
大
統
歌
注
解
』
の
封
面
裏
に
「
尾
張
知

多
郡
野
間
学
校
蔵
板
」
と
あ
り
、
当
時
、
森
川
は
同
校
の
校
長
で
あ
っ
た
、
と
言
う
（
現
在
は
美

浜
町
立
野
間
小
学
校
）
。
嚶
々
吟
社
に
つ
い
て
は
、
『
嚶
々
吟
社
詩
』
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
長
野

県
佐
久
郡
に
あ
っ
た
詩
社
で
、
毎
月
詩
作
の
会
合
を
開
い
て
切
磋
琢
磨
し
、
漢
詩
人
と
し
て
著
名

な
大
沼
枕
山
が
そ
の
添
削
に
当
た
っ
て
い
た
。
会
合
が
百
回
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
明
治
二
一
年

に
『
嚶
々
吟
社
詩
』
を
刊
行
し
、
枕
山
に
序
文
と
点
校
を
依
頼
し
た
、
と
言
う
。
前
述
の
大
野
正

茂
氏
が
運
営
す
る
ブ
ロ
グ
「
松
風
園
文
庫
：
高
須
藩
へ
の
招
待
」
は
、
高
須
藩
に
関
す
る
情
報
を

発
信
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
高
須
藩
関
係
者
の
著
作
物
と
し
て
、
森
川
の
『
大
統
歌
注
解
』
や
『
通

語
字
解
』
、
さ
ら
に
は
『
嚶
々
吟
社
詩
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
川
の
漢
詩
を
紹
介
し
て
い
る
。 

（h
t
tp
s:
//
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fu
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un
ko
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、 

二
〇
二
二
年
一
一
月
一
九
日
閲
覧
）
。 

（
19
）
市
野
靖
「
序
」
に
は
、
『
通
語
』
は
「
小
学
教
科
の
改
訂
の
際
、
書
目
中
に
採
入
し
、
以
て
再
び

天
日
を
見
る
者
な
り
。
然
れ
ど
も
小
学
の
徒
の
其
の
習
読
辨
解
に
苦
し
む
者
往
々
に
し
て
有
り
。

是
を
以
て
灯
火
を
采
り
筆
を
執
り
て
『
通
語
字
引
』
を
著
し
、
以
て
童
子
に
授
く
。
今
又
た
書
巻
中
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の
典
故
・
字
義
の
難
解
な
る
者
を
掲
げ
、
取
る
こ
と
三
百
餘
語
。
皆
其
の
本
書
に
就
き
て
、
之
を
訂

す
に
一
と
し
て
己
が
意
を
附
さ
ず
。
冀
わ
く
は
小
学
の
徒
の
是
に
よ
り
て
講
習
を
為
せ
ば
則
ち
或

は
一
便
を
得
る
こ
と
を
。
是
れ
余
の
一
片
の
婆
心
な
り
。
識
者
屑
々
と
し
て
瑣
末
な
る
を
咎
む
る

勿
れ
（
小
学
教
科
之
改
訂
之
際
、
採
入
書
目
中
。
以
再
見
天
日
者
。
然
小
学
之
徒
苦
其
習
読
辨
解
者

往
々
有
焉
。
是
以
采
灯
火
執
筆
著
通
語
字
引
、
以
授
童
子
。
今
又
掲
書
巻
中
典
故
字
義
難
解
者
、
取

三
百
餘
語
。
皆
就
其
本
書
、
而
訂
之
一
不
附
己
意
。
冀
小
学
之
徒
由
是
為
講
習
則
或
得
一
便
。
是
余

一
片
婆
心
也
。
識
者
勿
咎
屑
々
於
瑣
末
焉
）
（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）
」
と
あ
る
。 

（
20
）
中
井
終
子
「
安
政
以
後
の
大
阪
学
校
」
、
『
懐
徳
』
第
九
号
、
一
九
三
一
年
、
五
六
～
一
〇
一

頁
を
参
照
。 

（
21
）
福
井
辰
彦
「
あ
る
儒
者
の
幕
末―

菊
池
三
渓
伝
小
攷―

」
、
『
論
究
日
本
文
学
』
第
八
九
号
、

二
〇
〇
八
年
、
一
～
一
三
頁
を
参
照
。 

（
22
）
明
治
一
四
年
に
木
菟
麻
呂
の
父
で
あ
る
中
井
桐
園
（
中
井
修
治
）
は
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
『
標

注
通
語
』
と
同
じ
明
治
一
七
年
に
、
浅
井
吉
兵
衛
の
と
こ
ろ
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
通
語
』
の
「
著

者
相
続
人
」
は
、
明
治
九
年
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
「
中
井
修
二マ

マ

」
と
な
っ
て
い
る
。 

（
23
）
菊
池
三
渓
「
標
註
通
語
序
」
に
は
「
『
逸
史
』
『
通
語
』
の
『
外
史
』
に
お
け
る
や
、
議
論
見

解
、
及
ば
ざ
る
有
る
か
。
曰
く
少
し
も
遜
ら
ず
。
事
実
引
証
、
及
ば
ざ
る
有
る
か
。
曰
く
少
し
も

遜
ら
ず
。
筆
力
縦
横
、
及
ば
ざ
る
有
る
か
。
曰
く
少
し
も
遜
ら
ず
。
人
或
い
は
『
逸
史
』
を
誹
議

し
て
、
以
て
『
左
氏
』
を
模
倣
す
と
為
す
。
之
を
要
す
る
に
良
木
の
寸
朽
、
照
乗
の
微
瘕
、
二
卵

を
以
て
干
城
を
弃
つ
る
は
、
則
ち
識
者
の
取
ら
ざ
る
所
な
り
。
然
り
而
し
て
『
外
史
』
一
た
び
出

づ
れ
ば
、
世
を
挙
げ
て
喧
伝
し
、
家
ご
と
に
購
い
戸
ご
と
に
蔵
め
、
黄
口
青
衿
よ
り
以
て
武
人
俗

吏
に
至
る
ま
で
、
其
の
稍
に
書
を
読
み
字
を
解
す
る
者
は
、
動
も
す
れ
ば
『
外
史
』
『
外
史
』
と

曰
い
、
洛
紙
之
が
為
に
翔
貴
す
る
に
至
る
。
是
に
お
い
て
『
逸
史
』
擯
斥
せ
ら
れ
、
啻
だ
に
秋
後

の
素
紈
な
る
の
み
な
ら
ず
、
而
し
て
況
ん
や
『
通
語
』
に
お
け
る
を
や
。
予
、
居
常
よ
り
人
と
語

り
て
前
史
に
及
び
、
未
だ
嘗
て
其
の
用
舎
行
蔵
の
『
春
秋
三
伝
』
と
其
の
帰
を
同
じ
く
す
る
を
歎

か
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
頃
者
、
森
君
士
敏
、
『
標
註
通
語
』
な
る
者
を
梓
し
て
之
を
行
わ
ん
と
欲
し
、

予
を
し
て
之
が
為
に
前
茅
せ
し
む
。
予
、
蚤
に
中
井
氏
の
為
に
左
袒
す
る
者
な
れ
ば
、
乃
ち
宿
昔

の
蓄
う
所
を
吐
露
し
、
以
て
此
の
書
を
読
む
を
諗
げ
る
者
な
り
（
逸
史
通
語
於
外
史
。
議
論
見
解
。

有
不
及
邪
。
曰
不
少
遜
也
。
事
実
引
証
。
有
不
及
邪
。
曰
不
少
遜
也
。
筆
力
縦
横
。
有
不
及
邪
。

曰
不
少
遜
也
。
人
或
誹
議
逸
史
。
以
為
模
倣
左
氏
。
要
之
良
木
寸
朽
。
照
乗
微
瘕
。
以
二
卵
弃
于

城
。
則
識
者
所
不
取
也
。
然
而
外
史
一
出
。
挙
世
喧
伝
。
家
購
戸
蔵
。
黄
口
青
衿
。
以
武
人
俗
吏
。

其
稍
読
書
解
字
者
。
動
曰
外
史
外
史
。
至
洛
紙
為
之
翔
貴
。
於
是
逸
史
擯
斥
。
不
啻
秋
後
素
紈
。

而
況
於
通
語
乎
。
予
居
常
与
人
語
及
前
史
。
未
嘗
不
歎
其
用
舎
行
蔵
。
与
春
秋
三
伝
同
其
帰
也
。

頃
者
森
君
士
敏
。
欲
梓
標
註
通
語
者
行
之
。
使
予
為
之
前
茅
。
予

為
中
井
氏
左
袒
者
（
筆
者
注
：

「

」
は
「
蚤
」
の
誤
り
か
）
。
乃
吐
露
宿
昔
所
畜
。
以
諗
読
此
書
者
）
」
と
あ
る
。 

（
24
）
森
訥
「
例
言
五
項
」
に
は
「
一
、
本
書
は
中
井
履
軒
翁
の
選
す
る
所
、
今
、
之
に
註
し
題
し
て

曰
く
「
標
柱
通
語
」
と
。
務
め
て
熟
語
の
出
拠
を
探
り
、
以
て
文
意
の
存
す
る
所
を
詳
ら
か
に
し
、

聊
か
読
者
を
し
て
繙
閲
の
便
を
得
し
め
ん
と
欲
す
。
是
れ
後
学
の
予
の
微
衷
な
り
。
一
、
諸
儒
先

輩
の
説
を
引
証
し
、
又
た
傍
ら
に
野
乗
の
陋
語
と
雖
も
、
苟
も
参
考
に
す
る
に
足
る
者
は
、
則
ち

網
羅
輯
収
し
、
以
て
博
く
語
意
を
覈
べ
ん
と
欲
す
。
此
予
の
宿
志
と
為
す
所
な
り
。
一
、
人
名
及

び
地
名
を
欄
外
に
載
せ
、
又
た
注
釈
の
小
括
弧
を
施
す
者
は
原
註
為
り
。
新
旧
を
別
つ
所
以
な

り
。
一
、
予
の
此
の
書
に
従
事
す
る
や
、
率
爾
と
し
て
業
を
起
こ
す
。
未
だ
潜
心
讐
校
す
る
に
遑

あ
ら
ず
。
恐
る
ら
く
は
遺
漏
誤
謬
も
亦
た
多
か
ら
ん
。
又
た
前
に
解
有
る
者
は
後
に
之
を
略
す
。

読
者
、
諒
と
せ
ら
れ
よ
。
一
、
本
書
、
訂
正
を
加
う
べ
き
者
有
り
。
然
り
と
雖
も
尚
お
存
す
。
蓋

し
「
廃
帝
」
字
の
如
き
は
是
れ
な
り
。
又
た
誤
字
の
一
二
は
之
を
正
す
者
有
り
。
人
名
地
名
の
疑

う
べ
き
者
の
如
き
に
至
り
て
は
、
乃
ち
「
恐
」
字
を
冠
し
て
改
む
（
一
、
本
書
中
井
履
軒
翁
之
所

選
。
而
今
註
之
題
曰
標
註
通
語
。
務
探
熟
語
出
拠
。
以
詳
文
意
所
存
。
聊
欲
令
読
者
得
繙
閲
之
便
。

是
後
学
予
微
衷
也
（
筆
者
注
：
「
予
」
は
小
字
）
。
一
、
引
証
諸
儒
先
輩
之
説
。
又
傍
雖
野
乗
陋

語
。
苟
足
参
考
者
則
網
羅
輯
収
。
以
欲
博
覈
語
意
。
此
所
予
為
宿
志
也
。
一
、
載
人
名
及
地
名
於

欄
外
。
又
註
釈
施
小
括
弧
者
為
原
註
。
所
以
別
新
旧
也
。
一
、
予
従
事
於
此
書
也
（
筆
者
注
：
「
予
」

は
小
字
）
。
率
爾
起
業
。
未
遑
潜
心
讐
校
。
恐
遺
漏
誤
謬
亦
多
矣
。
又
有
前
解
者
後
而
略
之
。
読
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者
諒
焉
。
一
、
本
書
有
可
加
訂
正
者
。
雖
然
尚
存
焉
。
蓋
如
廃
帝
字
是
也
。
又
有
誤
字
一
二
正
之

者
。
至
如
人
名
地
名
可
疑
者
。
乃
冠
恐
字
改
焉
）
」
と
あ
る
。 

（
25
）
『
通
語
難
語
解
』
の
装
丁
は
線
装
本
で
、
本
文
の
書
式
も
木
版
本
の
形
式
に
模
し
て
い
る
。 

（
26
）
衆
議
院
・
参
議
院
編
『
議
会
制
度
七
十
年
史
（
第
11
：
衆
議
院
議
員
名
鑑
）
』
、
大
蔵
省
印
刷

局
、
一
九
六
二
年
、
四
七
頁
を
参
照
。 

（
27
）
『
明
治
史
料
』
第
六
集
所
収
、
明
治
史
料
研
究
連
絡
会
、
一
九
五
九
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
『
愛

知
県
会
議
員
名
簿
』
、
一
四
六
頁
に
よ
れ
ば
、
石
黒
が
県
会
議
員
を
務
め
た
の
は
明
治
二
一
年
五

月
か
ら
明
治
二
三
年
四
月
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。 

（
28
）
『
通
語
評
』
の
所
蔵
状
況
に
つ
い
て
は
、
注
２
の
井
上
論
考
よ
り
知
見
を
得
た
。 

（
29
）
猪
飼
常
吉
「
敬
所
先
生
行
状
」
、
『
近
世
名
家
碑
文
集
』
、
明
治
二
六
年
、
二
九
三
～
二
九
八

頁
お
よ
び
江
木
戩
「
山
陽
頼
先
生
行
状
」
、
『
近
世
名
家
碑
文
集
』
、
明
治
二
六
年
、
一
二
三
～

一
三
〇
頁
を
参
照
。 

（
30
）
参
考
ま
で
の
述
べ
る
と
、
池
田
四
郎
次
郎
『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
四
巻
（
文
会
堂
書
店
、
大
正

九
年
）
所
収
の
猪
飼
敬
所
『
葛
原
詩
話
標
記
』
も
わ
ず
か
数
丁
し
か
な
い
。
そ
の
「
解
題
」
に
よ

れ
ば
、
同
書
は
、
も
と
も
と
家
蔵
の
『
葛
原
詩
話
』
に
見
ら
れ
た
敬
所
の
書
き
込
み
を
抄
出
し
て

ま
と
め
た
も
の
で
、
書
名
は
敬
所
の
『
四
書
標
記
』
に
な
ら
っ
た
、
と
言
う
。
注
29
の
「
敬
所
先

生
行
状
」
に
は
、
敬
所
は
、
本
を
読
ん
で
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
た
と
え
人
の
本
で
あ
っ
て

も
、
訂
正
を
書
き
込
ん
で
批
評
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
質
だ
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
31
）
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
読
点
、
返
り
点
、
履
軒
の
注
は
、
天
保
一
四
年
の
刊
本
に
す
で
に
見

ら
れ
る
。
ち
な
み
に
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
懐
徳
堂
文
庫
が
所
蔵
す
る
履
軒
の
自
筆
本
『
通
語
』

に
は
、
句
点
と
履
軒
の
注
は
見
ら
れ
る
が
、
返
り
点
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
柚
園
の
自
筆
書
写

本
に
は
、
返
り
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
冒
頭
に
は
早
野
橘
隧
の
天
保
二
年
の
「
通
語
序
」
お

よ
び
清
水
中
洲
の
天
保
一
三
年
の
「
刻
通
語
序
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
柚
園
の
書
写
本

が
天
保
一
四
年
の
刊
本
の
底
本
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

（
32
）
猪
飼
敬
所
『
通
語
評
』
（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
お
よ
び
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
「
源

氏
下
」
、
木
崎
愛
吉
・
頼
成
一
共
編
『
頼
山
陽
全
書
』
所
収
、
頼
山
陽
先
生
遺
跡
顕
彰
会
、
昭
和

六
年
、
一
一
二
頁
を
参
照
。 

（
33
）
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
「
源
氏
後
記
」
（
前
掲
）
、
一
四
九
～
一
五
〇
頁
を
参
照
。 

（
34
）
「
東
語
上
」
に
は
、
「
野
史
氏
曰
く
、
初
め
義
朝
其
の
父
を
弑
し
て
、
並
び
に
九
弟
を
殺
す
。

又
た
平
治
の
乱
を
更
て
、
誅
滅
し
て
殆
ど
尽
き
、
頼
朝
の
起
に
及
ん
で
、
存
す
る
者
幾
ど
を
亡
す
。

頼
朝
又
た
世
父
二
、
弟
二
、
従
兄
弟
三
、
従
兄
弟
の
子
一
人
を
殺
す
。
頼
朝
死
す
る
の
後
、
其
の

二
子
、
三
孫
、
一
弟
、
二
姪
も
亦
た
更
に
相
い
賊
い
、
以
て
其
の
祀
を
絶
つ
、
悲
し
い
か
な
（
野

史
氏
曰
、
初
義
朝
弑
其
父
、
並
殺
九
弟
。
又
更
平
治
之
乱
、
誅
滅
殆
尽
。
及
頼
朝
起
、
存
者
亡
幾
。

頼
朝
又
殺
世
父
二
、
弟
二
、
従
兄
弟
三
、
従
兄
弟
之
子
一
人
。
頼
朝
死
之
後
、
其
二
子
、
三
孫
、

一
弟
、
二
姪
亦
更
相
賊
、
以
絶
其
祀
、
悲
夫
）
」
と
あ
る
。 

（
35
）
頼
山
陽
『
日
本
外
史
』
「
源
氏
後
記
」
（
前
掲
）
、
一
五
一
～
一
五
二
頁
を
参
照
。 

（
36
）
井
上
了
「
明
治
に
お
け
る
『
通
語
』―

南
朝
正
統
論
者
と
し
て
の
中
井
履
軒―

」
（
前
掲
）
、

七
三
～
七
五
頁
を
参
照
。 

（
37
）
山
中
浩
之
「
中
井
履
軒
の
思
想
」
（
前
掲
）
、
二
六
三
頁
、
二
六
七
頁
を
参
照
。 

  

久
米 

裕
子
（
く
め
・
ひ
ろ
こ
） 

 

一
九
六
八
年
生
ま
れ
。
京
都
産
業
大
学
文
化
学
部
教
授
。
専
門
は
中
国
思
想
。
共
著
に
『
懐
徳

堂
知
識
人
の
学
問
と
生
』
（
懐
徳
堂
記
念
会
編
、
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）
、
『
教
養
と

し
て
の
中
国
古
典
』
（
湯
浅
邦
弘
編
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
四
月
）
、
主
要
論
文

に
「
寧
波
の
土
地
の
記
憶
：
南
宋
末
の
思
想
家
，
黄
震
の
足
跡
」
（
『
京
都
産
業
大
学
論
集
人
文

科
学
系
列
』
第
四
五
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
な
ど
。 
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